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was 高 橋 aM 
wet NK KK #B 


ZEGH HR BAK a AAAS BS RUE}, BUR RO AEM 並び に 
Ech OBIS BAS BBEEO >) 7) 7 ARAT DBACIN UB 
ne ER ORE Re eel 
fi RO— ab LEE “BES AMD O, AHI 於 て は 専ら HAAG ih AS HS 
(F 4 Aili BEB ACL, < ORESE tS, ACA RBREA ET AKIN RE 
論 の 参考 に 次 せん と する も の な の 。 

普 に 東部 津軽 油田 と 云 ふ は 津 転生 島 の 大 部 , BD 5 ら 北 , 中 , 東 , PERSO 
一 部 乃至 大 部 を 含み , eee) PASE Lo 所 調 A REWIND tt 1 
BILAN 『 す る も の な り 。 本 研究 費 の 一 部 は 由 術 振興 内 の 補助 に よる も の に 
UC, selma, ERR =O poe REE LRAZEO — aD t= th FS PRADO 72 V6 
a 序 地方 の : O) Het LI {kT S SODILESG ¢ i ADESSO FE 21 Lt 
EOBMEAPRO NLM LBD Lo ZB 24 の は 


1) fale oma L, is DER 2 AB 4 RCH A 9 年 
2) Wt ACRE INIA LLU, ECIBTSRYT ME (大 正 14 年 ). 


AB 2¢ 2. aA wR KB it 2 


新 三 紀 層 に 局 し , TOMAS ZHERBRAEROUAIC KO, ZR CL) Jet ) 


ihe CLIEEIR EIB, (2) BHR HBC FORK BEC eI P BBR OCS) BIE, C4) 石英 


安山岩 質 族 旅 岩 居 下部 及び (5) 上 部 層 の 5 居 位 に 分 つ を 得 可 く , これ と 津 | 
軽 海 映 の 妊 岸 , TEES AA WIT, 及び 西津軽 油田 等 に 於 ける 居 序 と の 岩 相 的 「 


土 比 は 大 贈 筑 一 表 に 示す 如 し 。 


(1) 基 性 線 色 北 放 岩 居 は 生島 西北 部 の 四 ツ > 瀧 山 除 近 に 栓 達し , 上 居 の 流 
PUES PT ee (HEI Bt (2Q~3) に 於 ける が 如き 石英 結 曲 を 含ま よ ざ ぐる を 特色 と 


Ly SHINES BR 7s BAR e 2 Ly SOURIS & Oe, DRE, 紫 旅 色 等 を 
MO, COUMBLO MAUL ICIS T LOPE & WS BT 


| 


| 


3) 
FEORSILEMOM Lo BSA AACE HAS, 西津軽 油田 の 7 


KP ¢ REO 2 DEN Re 8 し , 日 本 海岸 新 三 紀 層 の 最 下 部 に AE 
THbEODEO, KI OMEMILA FILMS S ZW AOREBEIK 始ま り , 次 に 角 
第 = x 
| eee ARR BMC) | BTR ORE) | 基 性 ( 線 色 等 ) 

Daas xy) | ER] OF ® | @ tk R | OF RMR] wD 


y | AREOS | wee A S| 
EMEA HLS i Gi Se Wf a foe AUST fave 
i — ! 


2 mab les 3B | MPR yee eye 
es us oko meno a) Sie | Crest tee) | 142s 
ror hi ei | iit Be ren fil 山 麻 


3) 人 入 木 次 男 , 本 誌 13 BH 1.2 BE, 


See ae 


a 


線 3、 研 mK 本 3C3) 


RAWAH t となり, HI A RRA BOUND BOI LT 最後 の 地 
co ee も , その 上 訂 に 於 ける 耐火 粘土 層 ALAS) の 原料 を 


供給 せる も の な り の 。 


本 麻 の 分 布 は 北海 道 の 西南 部 CHILE) よめ 青森 CARER DDE) 秋 
田 (院内 , WAKO 1B) WLOMMIE HS 8, その 堆積 は 局所 的 に 断 績 し , 


TE UC iE (BT SEO MS b, MILB UTEMARACELS, 


ATA EAOME SBis FILES 

PRARVEMAREE LTR ERB L, 最 下部 に は 薄 き 安 

LEO GRIER Dd 0, LIE EBA AED REE & HIB L, 
策 に 上 居 に 移る に 従 ひ BIKINI LO, BIC これ と 交代 する に 至る も 
DED. AAO AAAI CD より BRC A LS TEI IER Ly 
FWIROP & 1 BiB MES OED, COTO HB, BI, B 
DEBATE DEO. KABA WRF ORME OMEC OTE 
FOLIA, 

(2) FARRAR © ICRI GB—HE) EAE % BOI UT, HB ith, HER, 
KEG ORY BHOPAL, 及び 四 7D MA, Be OFA O Fe wt 


BEGG WR AR SIE) a OL, SE aR REA, OR A ER A 


ROWHAA BE CORB &OMD, OBL 7 whee T ILE 600ml 
達し , その うぅ ち MARIE OME 250 m, 頁岩 居 は 150m に 過 ぎ ず UT, 
ELBORAE HIRES 200m (2 bb. MEME OMIA OER 
に 導入 し , akld BORE S ANRIRCPRIU 2B し, AIFO—MB% B < 
ANE ©) EEA Lg RA EE CU ERE At BEL, その (bh Bele os 
二 表 A に 示す 如く , READIN, UE ORKLOBNR ies, eR 


4) 高橋 , 吉岡 油 母 頁岩 に 伴 ふ 耐火 灯 土 , 本 誌 第 9 伏 .12 次 て 昭和 8 年 う . 


本 AC 4 う a ti Ti ty wh RS | Rh 4 
Re を 導ける eR 出 田 頁岩 に 近似 し , COPE, 組成 共に 台 島 麻 , 
SBR, 乃至 新潟 油田 の 大 河内 , 七 谷 居 の 中 部 に 遂 舌 する 頁岩 と 同種 に 局 


$2 Ti し て 分 特 に 供 せ る 標本 は 灯 珠 居 の 比較 史 下 部 (中 里村 うに に 属す る を 以 _ 


| 


re Ieee て HMC SRR 

A B SBR BIO BHD EMME SS 8D 1 
SiO» 76-45 | 70-20 AMS, HEOT AS Sa OD HABEAS ee 
oe oe | 190 | | 2S SAMOS BLOM O 8 

ed ot te | ERR tee 
ne ec ge: KE ABIED LEC BING 6 RR 
Wee 。 | 18s | SRORDRN enti 2 HIRO Ie 
eee sat | 438 | 成分 は 第 2 表 BATS MS, MAO 
Tour | 10004 0079 | "黒川 GigE), BBE 8 eigIh ORE 
|Sio,/AlpOg| 19 ah (油井 内 ), 赤谷 , 國 上 , WE ROA RE 
SET SEOLE<SMRIC UT, 
れ も 台 島 層 の 比較 的 上 部 に 相 洛 する も の な り 。 

以上 の 如く , ABIL SOE Lb, KIA, 新潟 , GIANT 6 SURO 


IBS 4 7 MS VAN §, COWRA SALAD HARRI 悦 せ ざる る も の 
0, COMHAS CHET 4WAPCI, 中 新居 の ey FAS LHS GC. 


% » Miogypsina-Operculina #A° ff fE L, REPR, SORIIE DEMISE ICA TAZ 
c BR at tS GS s AFL IEG CCyclammina Bradyi, Cushman) % #& 


見 し 得 た る を 以 て , EOMED Kid OSS BHM ASA Lo 


TEAR © O SRE CIE EAAGS SE) & A CRAB) と が ゴ 
FANS EES EL し , RAE, MUR I, 木葉 化石 を 含み 


5) fae, wear ea 42 頁 . 


5) 41. 


共存 し , 前 者 は 三 
, 頁岩 の 


M5 、 hy ws iw 4 C5) 


SEGA EH & OLIN し , WAAC BIBS oH LL, 後者 は 概 
RKRAD 2S CRGNMEBMRORA, WHO RBIS 0, 上 方 に 海 成 
GIA CMES (ES LO) RABIN). BD 6c OEEMOME 
BMRB SAMOA RSDAR ET, また 時 間 的 CHEBAY) Ic 8K 
WS SOS CHMA|M Lo HABE B IIS % PERE (ANGER ) 
ILE OBA O BAYS ADKRBUAT, OBB BPH S dr, WRC trek 
NE Fa E REGS HZ SVMS &. EHFO-AOMBC EH, TOPE 
部 は 一 ノ 目 潟 の 周壁 に 達し , そこ に 佐波 , 北越 , ABASIC 見 る 如き 木葉 化石 
を 有する 白雲 石 砂岩 (従来 は 双 六 安山岩 と 笑 さ きれ た る も の ) の 存在 を 認め 得 
可 く , GRBBOX < と る も 一 部 は 台 島 属 の 同位 異 相 堆 積 な ぁ を 認め 得 可 Lo 

TIA OBIS, ALBEE & し て 海 相 に 局 す る 場合 に 著しく , 筆者 
等 の 所 調 第 一 石油 母 層 に 相 党 する も の な り 。 ANIA SEA ILA 
RAN VEVIRE NS UT LAC PASER & 25 MINH O, まれ に SLA MBO 
存在 を 認 む 。 

(3) shade it IOs Bt 全く 同様 に し て , ARICA THB 
ABOKMNEHAAE, 毅 川 黒色 頁岩 居 に 相 営 し , 特有 な ATMA 
EUS ORO, COTM BAK SANA AAI IR 属し , HERB Ld 
DS LAMPHRASHRLA LEB O—M OAL S 10 MA OYE RUM BF 
2H L, TO FAB Ih BW BB OBE 2A. 4D BMOMS ik 
#1 500 m (EL, PRCA RAD EK RCE ACHOT GERD AE OM 
S IGM し , BEBO AAA AMY WE IES DT, SRIIK L 
kbo CORGERRADORALEEA SOME BAEK Mes LE 
の 厚 さ は 大 約 250 m 前 後 な り と す 。 A O—MIL IO Saat eR 
居 し , SECORIRE LOCH So CNHOKMA €O 開 係 に 就 て は 更 


1) 前 出 ・ 


本 6(6) TT oR ty Me 6 


に 詳報 する 所 ある 可 Lo 
LABR LSMITTEE IAS L, AB AIROMAVR OTL HIE & OO, E 
BRI ILA BRA A ORI tS. SOM 3 lk KH 450 m (HEF RE 4. 
PRA KO CARI 20 Kk DE LS BOD ORICE BRO PAR, 
ROMLARUIFOMWII THE し き を 見 る 。 AERA OMNES 
METS LOR HUTAROMMMILY LS WORM AME Sb 

ODS. Y (—Til )o 
(4) ARMANI 2s SRE SRC womMeS | 


7\> FA OJIN Ee it © Th RD SE BA ‘ 


DPV Sb EMRE OIF SRD OEE L, MD 8 CODA TZ 
ith - OTA OM, A ARISE, ROTHEMEO MHA 6h FEO 
居 位 上 の 位置 は 確定 を 見 る に 至ら ざる も の な り 。 ARMM ORR 
の 厚 さ は 300m 以上 に 達し , Fab BREE ci 
cing. ooo ee FRI OTE ILE RSD 
UsMRRECAT SIE SSSLOKO, COTRKS ARCOM 


7 、 


研 


Fu 


ge #707) 


22S DREN ESP OM BD SD も, WRONG BL, 
その 開 係 を 定め 難し 。 尾崎 村 , 温湯 , 板 留 等 に PS Id PEER, GREE CAS 


S Sik BK ae ERORHRA A 
ERE LTH LSNKHa 
ABT btOKO, BER ale eat 
Ascii wey, GWE D wale 
を 含み Pra MK e BOL, Be 
は 細 粒 な る elke BL, 何れ 
も 浮 右 の MAB & より 成り , 成 
ICR) k < BEE UT F OE 
水 に よ つ て 運搬 堆積 せれ も た る 


に — ee ..: 

ce) | @ |-® 
SiO, 71-08 71-45 74.08 
Al,O3 13-42 12-27 10-39 
Fe 203 2-21 2-27 2-75 
FeO 0-68 1-76 0-81 
CaO 2-88 2-11 1-64 
MgO 0-93 0-9L 0-55 

MnO tne tr tr, 
TiOg 1:36 0.28 0-32 
Ks20 1-41 1-52 1-92 
Na gO 2-86 2-91 3-47 
Ig.L, 3-85 5-13 4-36 
Toeal 100-68 | 100-61 | 100-29 

SiOg |Al203 9 10 12 


2S > DOIEY CHBORRD 
の (CBR IL 筑 三 表 に 示す WM 


く , 下部 (C) よめ 中 部 CD), 上 部 (CE) CBSCEOTHA es UCB 
£750, 大 出 に 於 て は 新潟 ・ 秋 田 の 旋 色 頁岩 の 組成 に 近く , COMPLE S 
く 荻 時 活動 の 末期 に あめ し 許 長 流 才 岸 及び 新 ら 5 た 活動 を 開始 せる 右 英 安 山 
岸 に ょ つて 供給 せ られ た る も の な る 可 し 。 面 し て 本 居 内 の 族 色 砂 質 頁岩 
中 に は 管 短 理 質 海綿 化石 を 含む 中 よ り 見 れ ば , AN PEO SE PI, WEIS 
OZ, 男鹿 生島 の 北浦 民 乃 至 脇 本 層 の 一 部 に 相 営 し , 新潟 油田 の 旋 色 乃 
至 砂 質 頁 岩 居 を 代表 する も の と 認め 得 可 し 。 Wo AGM a ie 
& PH IANS UL, 少く と も 飯 話 層 (2) 以来 , OER Bee a EN I= 
移せ る を 認め 得 可 く , 面 か も ERE CD) RO L KBR OEE DOR 
績 作用 と し て の FERRO 反 和 枚 に より , HOM S SOMA K 
審 合 を 生ずる に 至 れる も の な る 可 Lo MULT MARIMICKO SMOKE, 
BED 局部 的 削 別 の 結果 は 石油 確 床 の 保存 上 , 重大 な る 開 係 を 有する も の 


#88 ) a th HK #8 


EV 6 

ASHE DT (WSS % ABIES lt, WHER t UCBERA LOR (, BADWMOE 
中 に 適し , 中 部 , PERRO A nee we Hii AI CEES GB 

(5) FARO FMC it BHA LAO MAGEE eA, 多く 砂 質 に 
し て 3 BULEO AUR 2D ETS, SD FEMI Ik —- DIO EE 
RT 
OELLRTLOKO, TOMEOMMIS 各 居 中 HSH, その 上 部 に 
自然 木 剛 片 を 混 ず る 浮 石 居 ( 鈴 ヶ 坂 層 約 100m) が あめ , 概 ね 標高 100m 以 
下 の 低 地 に 分 布 す 。 以上 は 新 三 紀 層 を 形式 する も の に し て , 他 に HBKS 
JES BATT OUR PAS | 

MeOH butt 4 Fiebe, RMA t BOGS > &KEOKRMS 


. 系 表 Ze 20: 4297 val 

i | aha [meena] HE | | CBRL, 7 2 

ARERR AH EA) 11%| — 114%) VRGCKLO7a» 

hE Ce BIC is ae ie A ホル ム PoE FA UCHR 
mE RAB PR) 0.97 = 1.29 


ee ee ae go, | 2 叶 間 の 抽出 を 行 ひ 
OE 
EK se 9 4 ROTM DOR 
示す が 如く , また そ 
の 残 津 物 の 乾 溜 を 行 ひ て HE te SUIS 別に 計量 し , 抽出 物量 と 合計 し で 掲 
出し た り ( 同 表 , 源 書物 合計 摘 )。 

上 記 の 湊 震 物 合 計 は 母 層 に 含ま る ゝ 有機 物 の 弧 量 を 示す も の に 非 ぐ る は 
勿論 に し て , 浴 別 に アセ トン を 加 ふ れ ば 所 調 「 樹 障 物 」( 不 飽和 ナラ フ テン 物 ) 
の 量 を 増し , アル コ ホ ル を 並 用 すれ ば 球 質 物 の 一 部 が 溶解 され THERMO 
溶出 を 容易 な らし め , CIF > Lid 四 忠 化 淡 素 を 使用 すれ ば PB SH 


Haaaagsagq 


el 
Le 
ni 
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OMe LD EOD. MUTZ 2» : ルム 抽出 物 中 に は 遊離 の 硫黄 CT 
HE) が 含有 せら る ・ ゝ 事 も 既報 の 如く , a Ota BIG VE IA Cdegeli- 
fication) O32 LEME A, Mase PROBA AACA t SOF 
在 を 見 ず , Ras LROME CREAR EO CHAMOGMs AL, 石油 
OAK CIRBHEIN t OMS SHR CHRT SELORO, PURI CA 
THE lt AB RI IROR Re AL, その 含量 は 岩石 に よめ て 不 
JETS S b6—- WI BERENS <, BAO PRB AACE) (1b O 
て は 下部 の Kerogen-laminee PASS LOLMAE 6, MABRAB ICH 
FSO, ROWE LOTHHEA2 RUS も の に あり TELS 
WrVARTEOEO, QT AIRE 4 UR CRRA 
BL), SERENA 254 OB, mbH LS, その 石 源 青 含量 は 著しく 低下 す 
る に 至れ る も の に し て , その 初め に 含有 せる 原 質 源 書 の 大 部 が Alt DBR 
MLS HITS EOE RAM LBA 6, BAS HUNG ARRAWAAIC 2 
認め 得 可 Lo 

EEE CS — Bile DORI SIL WIND tart Sew LTH 
2 も な ほ 標 式 的 と 笑 す る に 足 め , 丈 に 塊 六 中 に 於 ける 含量 は RYE LS 
る も の な り め り 。 面 し て 本 悦 は 悠 珠 居 の それ に 比 BEAKER ARUT, この 
地域 の 最も 主要 な る 石油 母 層 と 認め 得 可 く , 本 油田 の 石油 示 頭 は 直接 間接 
に 本 層 に 由来 する も の な り 。 

phat LMOR ER AltA MEIC, その 既に 右 油 化 せる 原 質 
湊 娠 の 含量 も 大 な めし も の な る は , SU t OBE, TOCA aOR 
JE AMOS BIC hO THEE し 得 可 し 。 然 れ ど も 本 地域 に 於 ける 該 圧 は 


6) 入 木 , 暴 色 頁岩 中 の 族 離 硫黄 の 存在 に た 就 て 本 誌 13 巻 6 HEI A 10 4p 6 月 
7) 高橋 , ME LEO KIRIN O— RB), Aaa 1B 6 ye 昭和 4 年 う 
ZAR MA RICK 6 BRA AA, Biase 6 5 OCHA A 6 年 う . 
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Pink O THH DAE LS, TOBE S ARABS UTE EZ CU 
て 不 氷 合 開 係 を 示す を 以 て , (HULA BDA < , 後者 が 前 者 を 母 居 と し 
CHEERS Se UME SBD O, COMICAINENCRU 4 BEES 
FREED) LICE SAS LORI 

Biles と 合 有 源 青 物 , ROZIMMES S 原油 と の (CBW RIC RET 
は 後 報 す る 所 ある 可 く , また 本 油田 の 構造 的 特 徴 に 就 て も 稿 を 改め て 報 ず 
BPR SB Uo 


pe pet 南 Pa ably BRS es SY 
=) WEA OR aH Ss 
e+ pb FF FE. 
7: #8 
ADK RBA ERE KAM ICLD SEL. % ORRBBEL Orb HB Hic 
TY» PRES WHY 4 Pe SB OIE 1.9 A OMMIC DS 0,9 年 京城 高 
FAR KOK S HL te 0, その 後 BEES Hh BB TI toh 
& SL, DEH OPRAY IA 同 記 に 於 て 分 析 せ られ , それ に 開 す る 森野 崎 技 師 の 意見 と 芸 
FURICBBRR DLE YS ERE OPEFICM Clk AHS Ea SE 
LENE REBKEMSCB ST, Al 10 5G 3 Bi AS ORR, 


CHEB a AICHE の 現地 指導 を 厚 う し , ALB, rp PUREE, Kipee—o =A dk 
KARH & sit, MOM SRR, BIPORANRBEKC LHI RK 


Hkh > JE PES “RE OUI, BB, MES OSTA - 


LX ORMCMD ( BAL LRM LC ee を 受け た る 花岡 片 訪 岩 類 と の 複雑 な 
EGR BLIC HE V, APTI & Me B AHO BSc Fhid dv, Bid X O AA MMIC ARE LE 
Sweat & VR, PAPE SAP RR IC ST IC SIP IC k OC, REE E CHRPRR DHE 
LE REL OBIE WDC F BICMOS, BR LBK SHICHI Cit, その 規模 
WI し も 大 な ら ず 2。 


1) 立岩 態 , 日 本 鏡 業 温 誌 第 51 4 275 真 (昭和 10 年 


弧 U1 研 究 報 X 本 111) 


SpE D feo COBRA T AMRBE S SC, ARPT EM OPE MIC IEA LO OMY & Ee 
む を 知り , PEPE SMS L, 4 O RANE RAR VS HCeh bom Re 
EO CKPRT ~ 0, < ORI TC OMROMRE & HWA, Hts oH & 5S 
AE RCTS ERC AC RAT GUESS SFR BGM ED 


RAO Fw HAH 
PA PIL SS » SURO PA Ie, witht = 7 + - DK Cgersdorffite), 硫 = 
7 + wiki Cpolydymite ), 針 ニ ッ ヶ ケル 確 (millerite), RemeBUIE, DAU, 5 BLO 
SSMU, FRE, BURFI UT, この うぅ ち 主 な る ぁ る も の は felt = 7 ov WE 
第 ta 


( 約 100 倍 う 
P. Polydymite Pr. Pyrrhotite 


PRO UC, 其他 は 少量 産 す る に 過ぎ さざれ ども , その うぅ ち に polydymite | 
及び millerite の 如き 稀有 = ッ ケ ヶ ケル 磯 塊 を 含有 する こと ょ は, 興味 深き も の 
Wb bo 
Polydymite AWM D 2M Ald, = b CRON OMIT, 7 
RA 2 RL, FERRIC &k OC REHER 511, AG 6 PRTAMIEO BOE BW 


本 12¢ 12) a ti wk DR hk wa 12 


BO AS OWE I 2 CUBES TT 観察 すれ ば , 大 部 分 は ATER LO 
MOC, BEG < FEI RBH DRC BD) SH HA t し て 記載 せら 5 られ 
し も ゃ も の な る べく さく , 磁 硫 鐵 忠 以外 の Wi & し て は , 多少 の TEERDR, Ce FAIE RO 
Mn 2 0 

et 

右 の うぅ be PR OR ILA Ah SUE 22 ES BOE <I E HAC 磁 琉 結 確 に 交代 
せら れ , 不 規則 粒 其 と な り TEMES LORE b, 後者 の 一 部 は 其 後 白 鐵 
MRE lL, COMM KO CHM SS HSM TELTE t 件 ひ て 微量 
BEY L, Rect PRU Ik CHIH Lt SD » hl し 。 

Polydymite (+ fegintPRieP (= AAA AKI BES EOI LT, Pr Zy— sh 
(eNO SAIS LC fits 2 > MOM Le 容易 に pH Gar 
BETIS Et KOT し て , RA COMMAS HOM FANS BEAR 混入 せる 
aby 2 9, RA BRUS}N FMS O— ah RO 不 規則 な る MER Ze 75 
せる も の も みあ み め (第 一 則 左 )。 WV RNK 2 KO Bee 2 BELT 比較 的 硬 


6 JS6 Oe. 度 の 高き こと を 思 は し め 
( 約 100 486) ON 
P. Polydymite Pr, Pyrrhotite BETS CG 6 au (See 


PEE OIL s BES» De 
Ai CEO SRI LT 
ARE BD Lc 

| これ ら の Polydymite 
は 磁 硫 鐵 確 中 を , 2 OEE 
DAU O C2 YAO SHIR 
SO CETIHDS (第 
—-lel 45), 或 は 磁 硫 鐵 確 の 
結 曲 間隙 より 之 を 次 第 に 
Be ACL CHIE RARE 
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せ しむ (第 二 間 )。 稀 に は この 5 SIMO R BE Fe St Sed O 
て 明か に と を 等 雨 確 物 の 成 生 後 之 等 を 交代 し て 生じ た る も の な め 0。 こ の poly- 
dymite (= lt QE % REERIROWRL I< に より て 生じ た る RUE BEER 2B 
BHD 
polydymite は 従来 hypogene に も supergene LA MELES>LEOL# 
へ られ ; Coleman felt Sudbury 地方 の polydymite は 初生 的 に 生じ た る 
も の と 云 ひ , Hudson Kit California )}]Q) Friday JRO 4 OBS CHF 
究 し , 錠 叉 初生 的 の も の な り と 主張 せ し が な, Lindgren i Davy FHAEG.. lt 
‘Sudbury 及 Key West FaMINZ D2 Oi gk CHPSE.S dR filt2.£ supergene 
waterdad.0T,, pentlandite + 9 “AM delita bb DOL caro 
Wandke 及 Hoffman ppt Levack HED tO vi UT, pentlandite 
は 上 部 に 於 て は polydymite (Hi UT, 明か に 二 次 的 に 形成 せら れ た る 
こと を 指摘 せめ 。 ; 
EAOMBLS FROM A polydymite FAMAILM TA COKMH 
VLE KO EO, polydymite (dk Hi Im GLE S HBA KH RUT, Z% 
を 明か に 交代 し , WEIS a RRR LIEK, MNRAS SL ESN HOT, 黄 
SAME SATIS S KATO BS HWE 0 LOMA IST 
も , 路頭 附近 の 磯 石 中 に 主 と し て 産 す る 形跡 あれ ば , この polydymite また 
zk ¢ Id supergene の 次 液 に よめ て 形成 せら れ た る も の な る べし 。 
LOW polydymite と 断定 せる は , 主 と し て 反射 題 微 鏡 下 の 研究 に 
よる も の に UT BRC BST SD ER OIE HAS AT, Grunau 距 Lie 
polydmite に 一 致す る が た め な の, FAM L Griinau 産 の も の と の 試薬 に 


1) Hudson, F. S., Pub. Univ. of Calif, Vol. 13, 1922. 
2) Lingren, W., Davy, W. M., Econ. Geol., 19, 309~319, 1924, 
3) Wadke, A., Hoffman, R., Econ Geol, 19, 191, 1924. ' 


NAT — (Ne. fe), S¢. ay LN CO RAO RO 


Trot Zl 
# 14014) aR DR RK SB i 14 
第 = 表 
1) 
Polydymite( #7 229% 1 EE) Polydymite(Griinaupiy [1] Z ) 
fe C6 2 BR | 等 方 性 isotropic 
a 7 white with a tinge of 

RM «| e7)--8e is 

硬 度 ODER k UP LMC, 鐵 針 に | readily scratched by 
CHC ; needle 

Tao a Ve ep Brae Life ( vp FRG e BUC IG ers 

研 魔 lat ONE TE ee ず , EEO Re ae rough cubic cleavage . 
te vc Bi UC #2 i va HS #8 (2, IK | eff. slowly, mineral 

ae > be RT i. i Si darkens 

HCl Neg. HED ADEE ICRF neg.: drop turns yellow 

KOH neg neg. 

KCN neg neg, 

FeClg neg neg. 

Hg ly neg. neg 

K3Fe(CN)¢g+KOH neg. — 


KMn0 4 + HNO: 


1 5SE CRITE & YA de 1c 


BS OR eBA TS tls B— KOM し 。 


然 れ ども polydymite (PAS SREB ws data は な ほ 少 な く , BCL 
Wolarite (Ni Fe) 2384 ¢ DUA BABE EROS UC, ME OL RAE HST 
b mbH S polydymite は NigS4 KA (LMI TH SH, (Ni, Co,Fe) 354 
な る isomorphous series 中 に て 鐵 及 コバ ルト を 含有 せ ざ る end,member 
と せら る れ ど も , 天 然 に 於 ける polydymite は 常に ニッ ケ ァ と 共に 多少 の 
織 , コバ ルト を 件 び ひ , も UZD (Ni, Fe)s Sg な る 成分 に 一 致す れ は , 即ち 
violarite と な め の , な は ほ 更に コバ ルト の 量 が 増加 すれ ば , linnaeite CosS4 


CN Lo 


1) Short, M. N., Shannon, E. V., Am. Min. 15, 10p. 1930. 
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KERROMMKRT ks ZEORMAOBIET SB LILI, その 講 性 質 に 
種々 の 影響 ある べく, 比較 的 純次 な る polydymite LffSHBSS LOR 
fi CHIC LT, Griinau HIND &D s MSIE ORS LSBINCIBL, th 
の 多く は 鐵 及 コバ ルト を 含み て 中 間 性 の も の を な す た め polydymite BU 
violarite の 大 多 敷 は , 産地 に よ ょ つて その 性 質 を 多少 異 に する も の ・ ゝ 如く , 
例 へ ば California jf] Julian 確 山 産 の も の ヽ 加 き , Calkins Ke‘ OT 
polydymite と 呼ば れ , 題 微 鏡 下 に 於 ける 講 性 綿 よ く Griinau 確 山 産 の も の 
こ 一 致す る に 拘ら 5 ず , 其 後 化 四 分 析 の 結果 は (Ni。 Fe)sS. の 式 と 一 致し 
Sudbury 産 violarite の 化 提 式 と 何等 異な る 所 な き を 知ら れ た れ ど も , その 
反射 光線 に よる 色彩 は Sudbury 産 の も の ゝ 如く 特殊 な る violet grey AR 
さ ず し て , #4 Grinau 産 の も の と 同様 に 白色 を 晃 せ り 。 こ の 色彩 を 異 に 
する こと に 就 て は Short 及 Shannon 雨 氏 は Tulian 産 の も の は 比較 的 コバ 
“rR tiga p 

書 覆 磯 山 産 の も の に 読 て 立岩 理 阜 士 の 分 析 せ られ た る 結果 を 見 る に , 
Ni 6.73, As 0.06, Fe 50.05, S31.81 (2 UT, 2D 3 HHH EHOW AS 
[OPE Mb O-—DI- HST polydymite CANN i= fio CHAN 25 % ital 
= 9 > WIRODL F % te » —TABBD te Sie GS BR BI 僅か な が ら る も 含 
HUGS fib = 27 + WEL OFC O ED LDLAG So EOWCET 

LODO Re GAS Ax, この 確 物 を polydymite t (RET SAO ih 
量 を 生じ , 叉 violarite {RE LT, E05 bOa7 er LAMOWr 2:12 
才 ふれ ば 依然 と UTMOMELETSN Lo COMOMEBAMAPI ASR 
Te % MUDRAKO FABIEN Ba TO CL NOE, ATE この PT BRO A 


1) Calkins, F. C., U. S. Geol. Surv. Bull, 649, 77~82, 1916. 
2) Soort, M, N, & Shannon, E, V., 前 出 . 
_3) ale 前 出 。 
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CILMI O MiB T る か を 決定 する こと は 困難 に し て , た ゞ DUTIES 
よめ り コ バル ト を 全く 含有 せ ざ る を 以 て , も し violarite、 な れ ば 特殊 の violet- 
grey OK R2RRENSBLEN GH, HRA < AU polydymite 
と 優 定 する こと きく せめ 。 ks a 
RAL= -y FIEROSH = sR Ht = 7 > - WE (gersdorffite, NiAsS) は 
ae ene Sys) (coe eS 
A RO 64s AOR 
(UTHER Ss 
Ke. AR し て 容易 に 肉眼 
CHGS. ZR 
ASABE PI BRS Ale, 
銀 白 色 に し て 硬度 高く , 
AV H=savFERCES 
等 方 性 を 示し, Wm 
比較 的 生 梁 な れ ど も , B 
英 基 他 の 二 次 的 雇 物 の 細 


eR 


G#] 100 5) WRIT KO TRUER GH, 
esese rsdorffit 
NE 未だ その 交代 作用 初期 の 


も の は 第 三 園 に 於 ける が 如く , BK AR EB, 其 後 炊 策 に 交代 作用 は 労 開 
U CHE L, 例 へ ば BOA lt Bic BY SSAC AO 交代 作用 
OH ¢ OilkeAR し , 20° 更に 進展 すれ ば 筑 四 園 右 に 於 ける が ON < HAE = 
Yo AIL IG EBB AR A 7S BRAK LILA FOSS & 75 0 THB 
BILBS~S Lo 

DE OM < , Web it MUIR TL, IIL ¢ Hil = 7 + Meee BS 


1) Short, M. N. & Shannon, E. V. 前 出 。 
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( 約 100 筐 ) 
GE gersdorffite 灰色 部 


Minit, ZW & し て 検 す る に , 石英 の 細 脈 の 外 鱗 片 央 往 品質 に し て 玉 艇 
ONS BIRT AS % MEA OMY & , SK OR id BRS, MCh EE 
色 の 部 分 を も 混 へ ~ た る amorphous 14H £O KO T, BRUNO ZEOR 
FE OWI, 5G eC RAL = 7 > VOR LO ARIS tr, その 労 開 に 深 ひ て 

RNA ZB RRS SOUT, hitlt = 7 > *WEO DARL T AUS IE 
は 明か な れ ど , trv 6 DMM 5 AVE KE APAMLES, £0) 9 bike 


é 


Sod の は 恐らく annabergite NizgAs,O3- 8H,O な る べし 。 

こ この 対物 が weak = 7 > tte? <b id, FEA Oa le BT AI HED よく 
fr) Ose ( - 開 する Farnham 氏 の 記載 と 店 ぼ 一致 せる の みな ら す , IEA O 
記載 に よめ, 本 確 物 と 認め ら る ゝ も の 分析 結果 よめ 見 る も 明か な り め 。 

本 確 中 に は この 外 な ほ 多 少 の 針 ニ = ッ ヶ ル 碗 及び 黄 鐵 確 , 黄銅 忠 , GREE Ae 


1) Farnham, C. M., Determination of the opaque minerals, 1931, 
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BOO, £05 bs =7 
4 Ai millerite, NiS) は 
極め て 少 ee eau E }, Hit 
A = 7 o UAE BES Sh 
BRIX BEE し て 現 出 し (第 
Filed), MEMS ARAL = 2 > 
LBP AS AOE & 75 0 CAE 
AES & FATA DS eB 
Baty SEAS KT SS 
と 共に MNK eZ UT, He 
AL = 7 > Mize FA 
( 約 100 伺う) 場合 あ 06 
Ge gersdorffite この miller te Ax 
jee millerite 
ch ..--.chalcopyrite タリ - — iL for SU ei 
SH, BLE EOE SOM, BES, 一 見 し て は ene & [i il LMS 8, 
<elmIe PEP I CHF AIL pentlandite の 等 方 件 な る に 友 し て , millerite 
IEE APES し て , et SoS I 含ま る ゝ 微粒 と 難 も ぇ テー デ の 回 
ea て WU FLO BRIE BAR し , FP IRIO & OREM AI BES uy 
OSS % RHE SLB IZ HNO』 (8b LUCA SORA TED Be 
FS S OMAR Cid GL BL (. HgCle (2 TAS. Hae Ron 
E, fod CT WFO o IW ORLSBI IL MEMES < , Short 及 Shannon の 記載 
中 に は , HNO3g (2k oO Tiley es LEMS Bs 8, PEK (FH & &, 
基地 の Davy, Farhnham 等 の 記載 と は 良く 一 致 せ 0。 


< OWED & eS & OD BAR 42 AK IIRO GSAT (= BEER AS Bi に は , 
WET O MBL OZ AA O, LAMMRIRD & Dic HST も Fa tin 


“ear 


19 FL R x 本 19.J9) 


SHOE O MMR SFO CT, ZB LIES ED » HM <, & Ubiik= 7 > rE 
NO 
BRE O miedt = 7 > ries (MEO) millerite DALY Bw Sav, weak = 
PFN KE OLRM SROSHS IC LYRREOS 

&RHREO BB 

Di kite 6 = 7 > VOI CLS eb SIF SS HE = ov 
He(gersdorffite) LAJD1= hypogene の も の に し て , MARED MCR S 
産物 と 認め られ , BMG t ICP BOT UE FESO, ESLBUR EO CIR 
LES SD» INS, COTM O EE et te ZED BOG Mica BSS, Fe 
BO TREO WA OBES PBUA 3, ZED LOE Mivs Ba 7 ow 
A SIMKOW BLA AC BEC MAE LIS EDIL UT HIF wv PRADO 成因 と は 
BRE SEO > ML, HABE Ie UI UT, Lt 熱 溶液 
Ok A DRMRR HE hE BOS Gtricar&, Hix Supergene solution の 影響 を うぅ け 
C, REE O — BB it BERR LO, HO — Maid ERR BEY OO KK 
St = 7 > VG Cmillerite) Loy é #8 COR = 7 > rR (gersdorffite) に 階 作 
し , BESS & FER La AMIR t 28 OC TRE L, & UZ OTE Ae 
3S BSICRT 4, t ORAS et = 9 > MAS pb t し て 存在 
せる も の に 限ら れ , それ 以外 の , 例 へ ば polydymite +EPW % ATTERME Pc 
RERUTBOH CS 0S Bars rHd, BOS = Yo OME O 
SRA MY OHKS EDL SS. 

/ ZI UT polydymite ditilt= 97 > -HPICitS Ss Cha, 
HSC Ra PC OA THE L, COSTA Lid teen O 明か に ZeBK 
Oo CORBI Hise SHI < supergene solution に よる 二 交 的 変 代 作用 
Dig tA~ bo 

克 も polydymite 中 に , fia THC Id bth = 7 > HO Mie AS Tar & 


本 20.20) a Fi TR DD TRO 弧 20 


も し この polydymite sytilk=7 77D kO BELEK SAEDL INES 
MOMMA = 7 7-H £ OMS HGH i2 b, polydymite SESS SHREK 
な る に 拘ら 5 すず, ZHEO MAL = 7 > rH polydymite を 生 ぜ ず に millerite 
RORMOMRA IPR GS » eduisttt= 7 > HAT LB Poly- 
dymite OI MIXBAESLEDLEFXrGSo 

以上 青柳 磯山 産 = 7 WMBORMMLKA LDL OER ARAL 
SRL OME Zed O Te SIGRPARRICRLOWRET o 
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時 園 測 角 器 に 双 眼 題 徴 鏡 を 併用 し て 
微小 結晶 を 測 角 する 方 法 


ARIS YG KS BILLA EO KO SMOTCMNE &EDEBW 
然し 測 角 器 の 性 綿 の 上 か ら 測 定 出 来る 結晶 の 大 さき に は 最小 限度 が ある 。 Pl 
へ ば Fuess 42 98 ASG 88 CT (kK ILO-5 mm 程度 位 の 結晶 迄 な ら 測 定 出 来る 

が , それ 以下 の 微小 結 卓 に な る と 不可 能 に な る 。 即 SWMMGBOBI Bee 
ER ERD en an 
な る た め に PED GERD MARS <7 ORD, DS S PGAO 各 面 か ら 5 ABBE 
な Websky slit の 像 が 軸 へ ら る ヽ ゝ と し て る 測 角 を 用 行 し 得 な いこ と に な 
Do WIAs DIRK BIO TAS 2 JE DPE RK Lick G18, LO 困難 が 除 か れる の 
CSRS we) fiitin POE MARS LIS, ABCA RCA RAS 
SAME birt Bed 28 FAT tus kV DCH SD, VSO Wi aes 
で る も, KIBO M2 HO 2k, 容易 に 微小 結晶 を 取扱 へ る 様 に な し 得る 
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OC, UPR CODEPRW し て 見 よぅ 。 因みに 筆者 が BOT WAI 
山 産 自 然 テ ルル の 結 曲 を 記載 し た 際 に 得 た 測定 値 も 本 法 に よめ 得 た も の 
C, 営 時 の 報告 に 充分 褒 明 を し な か つた の で , 蓄 に た 輝 べ て 大 方 の 御 叱 正 を 人 
SEK BAS 

補 iH # . 叶 
補助 装置 と し て 必要 な も の は , KIRA 及び 補助 光源 て ある 。 WA 
畔 間 測 角 器 に 配置 する 方 法 を 第 1 賠 に 示し た 。 先 づ 双 也 題 役 氏 CB) を 適温 
な 支持 台 , 例 へ ば 化 由 拒 験 に 使 ふ スタ ンド の 如き も の に 載せ て 水 泊 に 支 へ , 
LO KBD ER SRO 2 9 x — br (CLARE (DSU RMA 
Bo KIMI BOP OM LOVE, HOMBLHBO LCE DRO 
AN SHE) に 双 眠 題 徴 錯 の で ント を 合せ る 。 


Ly (光源 2 C (コリ メー トル ), T he), 
Le (補助 光源 )) B CORIRM MBE) 


1) PRES: EB GE aa MEIKE BR FL 7 OF hh, 本誌. 
第 13 48 4 HRCHB 10) I7L-175 A. 

2) HB it Leitz QLPFHHO’LOLBALEM 最大 150 #eREREIC 7 LFS BO 
te BIE RA te BIS % BER~ TEV 

3) 光源 は な る べく “Point light” が よい 。 
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補助 光源 (し 2 う は 第 1 園 に 示さ れ た 如く , コリ メー トル と 望遠 鏡 と の 中 間 | 


に 置き 次 の 條 件 を 大 出 蘭 足せ しめ れ ば よい 。 

(a) 補助 光源 の 光 門 中 心 線 と 双 眼 題 答 錯 の な す 角 (z=BOL) が , コ リプ 

ー ト ル と 衣 下 鏡 の な す 角 (8= 有 COL) と 等 し くす る 事 。 
(b) 光源 の 中 心 線 の 高 さ きも, コリ メー トル (C), BHBCT), WA GAE 
(B) の 中 心 線 を 含む 水 下 面 に 在 る 如く する 。 
此 等 の 補助 療 置 を 設置 する た め に は , 敷 分 も 要 し な いで あら うう 。 
Hb BOM AH 

AMIR 2 IATA EO SSE BIO Bil Vv > ACH HAE VOPR E O Goin 78 BU 
ZRVEDWOBUABO FC, 針 の 如き 極 く 細い EO 穴 端 部 に カナ ダバ 
ル サ ム で 際 着 さき せる 。 測定 せん と する 際 に は , HOM AAO MWS LIE 
ゝ 測 角 妖 の 結 量 支持 台 こう つ し て 双 眼 題 微 鏡 で 小結 上 曲 の 像 を 見 る 。 若 
LIXIREAMKBED RAS Zs 6 (Sk, MUNA D 振 大 され て , HOME, Aisa 
OEE SE DIE AK AAS BES So HOCK SREDORK 3 OtiGh 
WERVES DBS EBO DR. KS. MME LAL TS MA MHOR, KO 
ILE O AAD TIC BAS Sse Ze GRE DBC APTI S ROO 
操作 が 紫 に 出来 る 様 に な る 。 秩 し て 測 角 せん と する 小結 曲 の 目的 の 稼 を 測 
角 器 の 軸 に 路 下 行 な ら しめ た 後 は , 結晶 を 支持 器 と 共に 徐々 に 和 廻 朝 し て , & 

Opn +O 1 結晶 面 を P: (第 1 彫 ) な る 位置 に 持 來 ら す 。 此 際 に 補助 光源 
(Le) CH 6 Str CHO MAMA FORD, WHAM OME A IB ot 
る で あら うう 0 WET, titan RHA OB RMOMNK L DT, 時計 の 
方 向 に y= ZL OLe だ け 廻 は す と , HOMAMD Po な る 位置 に 来る 。 HE 
OT, 光源 LL で 照ら され た コリ メー トル (C) 内 の Websky の スッ リット な 其 
ORANG LAS TSM B DOME CRO AEN a= 8 か ら 明 
DTHA). 


veer, aaa ; ” 
——— = 
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Ax UL MO RE Lid ith OR PIED ARE うま く 行 つて 居れ ば , 結晶 を 
HES SBICROT, 基 の 品 帯 に 局 す る 各 結 曲面 か ら 反 射 さ れ た Websky 
DAY 7 + ORD, IAI SRBOMBA IC 現 は れ て くる 箸 で ある 。 HB 
HEOAY) 7 + ONE LER GOMOD OCA る 様 に する 雪 に は , 2H 
の 測 角 の 方 法 通 り に, 結晶 台 の 調和 飯 ね ぢ で MBER FARES WS 
OM < UT, ANOS COMBO TE TF Licks Gtk, HRA < Hah 
REOWUNRES, Kita HOSE WABORRREC HARSO 
で て ある 。 但し 測定 の 際 に え リッ ト の 像 が 明 療 で な か つた り , 或 ひ は 同時 に 
ZS ORDO し た 場合 に は , 直 に ち 補 助 装置 に 佐 つ て , 其 原因 を 明 
に する 事 が 出来 る 。 更に 他 の の 上品 帯 に 開 す る 面 角 の 測定 も 上 逃 と 同様 な 方 法 
| ILO PAO ssn MIB CHEK UTITAIS Eo COTM AO ME wy. 
FRESE 1 F ORE HS tC EE Thre 

ies Sav tH WK OE LYN 98 OD RAR EN SE eo RBI BV レン ズ 或 ひ は 後方 
レン ズ の 役目 を 演ずる に 過ぎ な いな が, DURA BOMRED 5 し て , thine 
を 取扱 ふ 上 に , & 2 OFA AR し 得 られ る 。 即 ち 1) HERA OU as CI 
扱 ひ 困 上 難 で あつ た 欄 な 微細 な 結 上 語 (0.1 mm 程度 の 大 さき さ の も ゃ も の) Cd, HG 
「 和 器 の 椅 度 を 害 ぶ ふ 事 な し に 測 角 出来 る 。(2) 双 眼 題 微 鏡 で は 立 帳 的 な 上 且 直立 
像 を 見 る 事 が 出来 る の で , 高 倍率 の 下 に 好 く 徹 小 結 品 面 の 微細 構造 例 へ ば 
Sh re, 微 斜 面 の 如き を 測 角 と 同時 に 観察 出来 る 。 (3) 双 眼 題 微 鏡 は 動作 距離 
(Working distance) 2) らち 将 物 鏡 > AO AI ¢ HR t OFBAE DR OO Cte 
BaPPRIES S LIC CU 6 ABBEIC KE EU L, HOMILO LEBRDTH So 

WED AERO CRIES Ss FIBUIU AEE RF 2 - Oneida OW 6 ee 
行 し 得 た 。 

HAE SO PRB Ih dr SIR RCT o 

CAE i SER A ES Hy Ek A ey BLP SE ) 
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ISaFRRUR/ SREBAT ILILO ME 
Mas 渡 Br HB 


AGILE 7 EEF v1 BABE ARF 1 VIA AIB CHRON: BES ts F 
ルル で , HEHE T IE OES ER BERBERA SCMER ACBL CEE 
され て 居る 。 FBC TER Fv IRE, SR ESE I EIS 
CCE L, RIVER SB, REMALOWD 2 D&O > BRAM D ZV 
BR 2 IESE ALLL DS SIEBER @ LOMB 2 tL te BIC LA CHAIR 
BL, =I UWF UX GHOM WI BSE BD 6, MN Fer RARE 
ME DERS tute Ti LC RBEE Omid (CEB IRF 1 Oe BAS 
附 着 し て 居る 事 が 明か と な つた 。 FEAST LS EMRE BR Fv 
結 曲 を 記載 し た が , その 際 と 同様 な 方 法 で 結晶 訓 的 玲奈 を 行 ひ 得 た の で , & 
ARE IER OUR Listy, 研究 中 御 助 言 を 賜 は れる 原田 先生 に 深謝 
DORKS bo LAPHME HO, EAKOMELARA 5 rTM, 並 
OCG CRO BERN UTR Swot pRB RICE < RAT So 

= WwW WK ORE 

SF ASHEILN LL ALWLO DE Sb 10 料 の 位置 に 在り , INIEO MW PT ECS Sa 
DORRIT, ABER, CMM, ARIE, BREE & OMO, 
BEINN C, MRA MTRELAUKMURD HEEL 2 103% Bete NORD 2 


wen ne 


1) PE BARAK A982): J Be FS BEI EIR F 7 7 BIC LC, 本誌 筑 8 ABLO1 一 
W124, 
2) Watanabé, M. (1932): A New Occurrence of Native Tellurium in Japan. 
Proc, Imp. Acad., Vol. VIII, pp. 440 —441. 
3) 渡邊 武男 C1935): eR GR yay ee Be LU GE a SF LAR ER ER Fe 1 HE 
gn, 第 13 4 171-175 BH 
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CUP Binh, PREVRS 62, VERRF vr, RUF rr {eH 
NPA ORAL ST So WEF ESL = > RAE HBB ICL Dy 特に テル 
ル を 多量 に 件 ひび , Els AREA CT, Fo RY, DS, 重 品 石 , 石英 を 
ERM LTS. ARF eV OM TANK 7% UC BRO — ARC 
mA BUT 2 AS, WIPRO AIG 成 生 され た 形跡 を 示 UR 
So MOMS KEE Lom HAH 0.5 cm TO bias BEL, £O5 

“ieee oe? = : 
Sie BabA, 石英 の 小結 醒 と 共に ARF vr BORIC Fv 1 DR DBE BEI 
され る 。 
自然 チャ ル は 著しい SBtHe A UTBAZOT, 非常 に 役 酷 で る 注意 す 
TUSAIR CHAFEE 2 BOERS. BEI IE MELO [MD DL BY D 

テル ル 化 金 確 Cgeld-telluride) が ある 。 こ の 詳細 は 追 て 他 の 機 倉 に 御 報告 す 

る 事 に し た い 。 


形 RE 
TZREORAD 26 BH BREE ACA NC, 最大 1.5 mm, 通常 0.5mm 内 外 
第 一 第 = 第 


A ) 
WY 


1~4i |= FRR ERR 77 OF 

R {1011}, r+ {01113} 及 m {10103} を 示す 。 
53 Bit m, R, r OMIKRBOROICROKGABEMT © 
95 4 ial C APE DT oO 
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の も の が 多い 。 ARCOM IE 主 に 双 眼 題 徴 錯 下 に て 行 ひ , 叉 測 角 は 河津 
山 産 の 場合 と 同様 に , 筆者 の 参 察 し た 双 眼 題 徴 鏡 を 補助 的 に 使用 し て 行 ふ 、「 
HAWG LOTHO Ke 先 づ 12 HORS EUR BBA & OFM LT BE 
PEF (CR Lic, 第 1~4 BOM SRR BI し 得 た 。 河津 産 の 場 © 
合 と 同様 に 非常 に 石英 の 唱 癌 に 似 て 居る が だ が, 著 し い 金 局 光 決 の ある た め , 共 | 
. 生 せる 石英 結晶 と 間 税 ふ 事 が な い 。 LUD AROMUDS HETIL, 石英 の 結 上 
HAO be Fv MDE S POT 結果 で な いか と RA KEO RAFAD, RA | 
af Aid Ze HRN LC RBUABE FICE S PRBS CAME BPRS aie, 

— AGED Sez (CEM OPM HE UO 5 SME UT LE So FEO TAHIR 
Oiidalh テル ル 其 物 が 示 し た 形態 で ある 。 槽 澤 産 の も の に 比 し , 多少 大 さき 
が 大 で ある が , SIMD SHS tr, RO AROVED St. TA Re BOT & OD 
. 多く , 測 角 に 適する 標本 は な か な か 得難い 。 旗 面 (0001) 及び 柱 面 (1010) に 
ATES DBD Giri (第 四 園 )。 柱 面 間 の 測 角 に は 3 HERALD, 
SETA DW fe SS BARES BBE Lic BOMB LM LD GARD 

測 角 結 果 を 記せ ば 第 1 表 の 如く な る 。 

第 ーー cad 


1 * Ber Rw 
面 fA Wee | RWS | 2 DOR a 5é 
_ 33°08" を 規準 と す 。 
RC1011):m(1010) ae er 
+ COLT emCO1T09 6 332 04! 33° 03 V 
RC1OIL): 5 (0110) 3 113° 52/ 113° 54’ a | 
m(1L010):m(0110) , he aa bas 


RAn, r ハ m=33°0# ょ よめ 軸 密 を 計算 すれ ば ぇ a:c=1:1.3302 と な る 。 
PEREZ 56 tui BF UW OAL 2 表 の 如 Lo 
1) WHR Se bheWo 


2) HRP 2 OHRAKK PRD BRO MER RSOLO CS, LO Ms 
FRENTE OL OIT EFORS 


自然 テル ル m 面 上 の 
AR AA 


結晶 の 外形 等 か ら , 未 だ 唱 
Do 


it 27. % wR 本 2727) 
Eo = RK 
a z= 地 | RAm, rAm a:c a 献 
) ona.s’ | 121.2999 | Abhand!.Akad.Berlin (1925) 
G: Rose Facebaja 33°04.5 1:1.3298 Vol, LXXXIV, pp.14—18 
5 ‘ Baoney ae Verh.d,k.k.geol. Reichsanst,| 
H. Foullon Facebaja 23°05./8 | 1:1-3283 (1884), pp. 69 —275 
Phys. Rev.( 1923)Vol.XXI, 
M. K. Slattery (X 線 粉 未 法 う | 1:1:33 | pp. 878-379, (1925) 
Vol. XXV. pp, 333—337 
Nae 3 Phil. Mag, (1924) Vol, XL 
A. J, Bradley (X 線 粉 未 法 〉| 1:1.33 VIIL pp. 497 — 496 | 
: 00}3/ Act 96 1348 171 — 175 4 
T, Watanabé| yap at ge 33°03 1:13310 (1.3302 & & 3 it Bere VY 
T, Watanabé.| #9 g8 1 33°04! 1:1-3302 
第 A 園 HEAR F ve ae WBE MRTG VR Ha RCD 3a ICIS 


する も の と し て 記載 され て ある 場合 が 多い が 
Bradley FEO X PRIX k SWAFET IAEA 
PRR (CDs) に 属す る も の と 輝 べ られ て 
居る 。 筆者 の 取扱 つた 標本 は PME, 河津 産 
何れ も 簡 寧 な 面 よ ひな め , 2 品 族 の 和 制定 に は 
何等 役 立 な い 。 AAMPVEOR NC, m 面 上 
OS HR eH AE 試み た が だが, 不 成 功 に 終っ 
o 手 移 産 の 結晶 に は 第 5 faOM S KA GI Ae 

が 屋 認 の め ら れる な か, HED, b RED T —2 
を 求め る 事 が 出来 な か つた 。 POTF LUE 
族 決 定 不 可能 で あ 」 


= 


CAG These rie BI A ERE A its EE A AE ) 
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評論 及 雑録 


FRB PO Ric Te 
mais: pe 2 wk BB 


itt 8 ee 
TEM SATA it, Mo HS LOMENKSABAC TG 
HE < OBL LI, TAM OME KOM LT SLOPD OB, SB 
て 自然 銀 , HRSROSE, SUNYs eZ ALICE S Wei b> これ を HR < SB 
跡 す れ ば , AL LCS L, 銀 障 物 は 恐らく 二 炊 的 に それ より 生じ し, 
路頭 近 くに の み 堆積 せる こと を 示す BES Lo 例 へ ば 既に 6,000 HI 。 
せ む と する 銀 を 産 し た Tintic 地方 の 瞳 石 は , Lindgren 氏 の 記載 に よれ ば , 
Ht UCT Shi ¢ Daa t OBE KOM O, 方 銘 確 中 20~50 oz/t。 即ち 
#1 0.07T~O.1T 2ZOR EA, 今 な は 年 々 3 WNIGRORMY HES S Leadville の 
MAb, UTR EIT 7AM, HRMROL EA CAOT, MI it t OR 
HI CHSD, FOBMOM LMI lt, 多量 の PMR 2 FEC, EASRDE (Pb 
COs), Beat HME (ZnCO 3 Sx FEE OU, 往々 多量 の 角 銀 確 CAsgCl1) を 産出 す 。 
また 我 國 の 例 を 見 る も , 本 邦 最 古 の 銀 産 地 た る 農 馬 の 銀色 確 床 は , SAE 
と 内 亜鉛 喉 と の 集合 を 主 と し , 銀 は 主 と し て 方 鈴 確 中 より 得 ら れ , AIR 
の 銀 産 地 た る 岐阜 刺 古 岡 確 山 も , 主 と LC BURA SADE & TOME 2 O HE 
PEE L, BROW IE LOTR Ik LO » HO, 野田 熱 次 郎 氏 の 報告 に 
J 2UE, IDE HEBEL PAD hte & GLO Hh AILS B—OM S BML AeA L, BE 


1) W Lindgren, Econ, Geol. Vol. 10, 1915, pp. 225~240 
2) 地質 調査 所 報告 , 第 46 競 大 正 3 年 。 


on 
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は 大 休 鉛 と 共に 増減 し , 負 の 過 そ 0.03 % (278 O, VHD EMOA, これ 


を 造 か に 究 破 する を 見 る 。 こ れ 恐 らく は 銀 の 二 火 的 富 化 に 基づく 現象 な る 


べし 。 


ES — Eas 
iit 0) BE 1) PEBE Fi Ph Shen thir 2% ) 

Bei 種 銀 cy m Sf 銅 鐵 
Be je] oR | 0.0682 | 39.38 TATOO (cae: || Whekenan 
同 Foe | 0-0118 1-63 aie eee oh: 
ie HE we | 00246 | 64-71 | 686 | wee | cree 
司 T BR 0-0126 41-81 29.95 tr | eens 
Hh Dy Ewe | 0-0241 39-90 13-63 0.09 15-08 
同 Foe | 0-0059 10-06 8-17 0-19 37-05 
鉛 B® we} 0-0119 13-06 17-32 5-72 13-73 
F$ 7 RE DE | 0-0095 3-99 25-35 tr 8-12 
天 FB ge | 0.0108} 136 | 810 | 0-88 | …… 


OF FH BER BRR hb 8 BS aS 


第 


園 


inh Wd Ca FS) ie 2 — ae Fe BE 
BET POS & MO IE 


1) PREG MO ~ KARR 


AGH IC £ Bo) 


同様 に , EWE BBD 
諸 太 山 に HSC も, RE 
氏 に ょ れ ば , GRIN BERD - 
品位 は 第 二 表 の 如く 匂 化 
L, MOSS WAPI 
SRAM eA, こ 
OBEN &MLMOK 8 
LITO, WG Bes 
る も の に 於 て は 含 銀 最 高 
0.02 に 過ぎ きず , 多く は 
0-0LZUPICR4,5 CO 
SUPRISE IMC & OBC 
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—-fe HAD Zs BOs 
AFBI © PAWEL HAT &, PRISE L UTS LIEU L> PINE 
第 = x 
4 Ae FH BL EDR Zi HD GL ON BS Ah DL 


Bi 種 Bas oY a St E20) 鐵 | 
te Bi se TE | 0:2207 76-10 て ane ee 
He Fai Sy Bip | 0-0062 | ……… 48.60 | «+++ 14-89 
kL BR | 0-0208 | wee | 49-70 | oes 13-94 
同 we | 00082 | ----- AD: 20) Ath cecal seer 
RB pA Sh WE | 0-1857 | 63-69 | e---- | eee 
同 Bnesbume | 0.0073 | -...- A9: Sia wranceee 15-24 | 
A + 6 6OR | 0.0192 eases Reape || paged = ff o=ses0 
第 = 表 
SBE A ALABE EF it HL 6 
| a tek(S)) m | m [mm] wm | @ 
™ ge] 10 | 00170 | 3.27 | 15-11 | 204 | 10.93 | 
» 11 0.0180 | 283 | 14-71 | 1.83 8.47 | 
» 12 | 0.0153 | 301 | 12:55 | “1-61 7-64 
» 13 | 0.0218} 168 | 1407 | 219 | 11-14 | 
» 14 | 0.0178 | 3.29 | 14-71 | 1.61 7-22 
# BE; 10 | 0.0029] 0.50 212 | 210 | 28.24 
» 11 00017 | 0-20 163 | 210 | 27-61 
» 12 | 0-0016| 0.41 156 | 187 | 27-79 
” 3 | 0.0020} 0-25 212 | 1.79 | 20-08 
» 14 | 0.0019} 0.18 119 | 196 | 28-06 
s: ge | 10 | 000151 0.20 0-86 | 206 | 17-55 
» 11 | 00014} 0-24 1:00 | 196 | 17-71 
» 12 | 0.0012 | 0.36 0.76 | 1:89 | 16-76 
» 13 | 0-0012 | 0.23 1.02 | 1.59 | 17-89 
» 14 | 0.0013 | 0.23 0-71 | 204 | 1657 


SELL ANS B PL BEBE EEN RYERSS SP HED ABN OUT A FSR 
氏 報告 に よれ ば 。 WOM 6, MOS &, MIC IE-C, GRIESE 6 
BRE}, LILEORBDH LUTOD 7 ATI HS Ty GAME CR Ze DUE, 必 


1) ACF Madi Sh a BE TS SS 107 HE, 昭和 5 年 。 
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ず Lb WBE? ら ず , Boutwell 氏 は Bingham 産 銀 鉛 了 中 多量 の 銀 を 含む も の 
ik, MICS SLBHAIE, 即ち freibergite を 合 む も の に し て , black sulphide 
と い nz BGS Frnrtpmeey J oe (LRA, 純粋 な BA PAD Ih RCS 
し き を 指摘 L, Irving, Bancroft ey また Colorado )p| Lake City の 調 は 
oR EORTC L, その ぅ ち 銀 に 豊富 な る も の は , MCA MOAAM, 
或 は 他 の 二 次 的 銀座 物 を 含有 する こと を 記載 せり 。 
Friedrich OBER 

然 れ ども , KT AIL SE ORAL & SAL, 他 の 物理 的 性 質 も また よく 
類する PDS と Ag2S と が , 或 る 程度 まで 互 に 固溶体 を 成 し , この 形 に て 銀 
が pees こ 含有 せら れ 得 べし ょ は, 容易 に 想像 せら る ゝ 所 に し て , Fried- 
rich 氏 は この 問題 を 人 工 二 成 分 系 PbS: AgaS に 読 て 研究 し た る 結果 WES 
は それ ぞ ざれ 1114°C 及び 835°C 7 DBR wA し , AgeS 77%, 630°C に 一 
BURA > IK L, その 何れ か 一 方 が 2 OW RIGGS S OBS 4, (SBE 
る 固溶体 を な さす ず , JGR SES eK Lt eMO, MROMBARRS 
存在 する と も ,AgzS2 導 以下 の 場合 に 限ら る ゝ を 誰か め た め 。 但し Agz2S 
DED, 全体 の 5 HWP IPAs, Aes kA HER L し て PLS の 中 に 融 在 す 
る の み に て , FAME eA S YO き 。 

この 際 同 氏 は PbS と Ag2S & BERT AAEM, 種々 の 研究 の 結果 , 
BIA AHAB IK KOTRAICLS 4s も , 後者 は 容易 に 犯さ れず , 逆 に 前 者 は 
KIED 湊 化 加里 水溶 液 に 犯 さる れ ど も , RAE CHICL INS SRT 
O06 


1) J. M. Boutwell. Prof. Pap. 38, U. S. Geol. Surv., 1905, p. 113. 
2) J. D. Irving, H. Bancroft, Bull, 478, U. S. Geol, Surv, 1911. 
3) K, Friedrich, Metallurgie, Vol, 4, 479, 1907. 
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Nissen-Hoyt MROWS 
1915 if, Minesota (iil) 2f0) A. E. Nissen, S. L. Hoyt RE’ また , 
= OP BEY IAEA LL, EZ OHAD PS と AgeS と の 混合 融 
体 を 冷却 凝固 せ し め , 反射 題 微 鏡 下 に 観察 せり 9。 こ の 目的 に 用 る た る PbS 
は , Wisconsin FEA EMEP TOMO Kili wee eS SEO UT, AgaS 
IE 1C YD EO IRE AS Ate, 硫黄 粉 中 に 20 op eb t Ufo 
BR, 40 HO) PbS % TZ Aric HU TAPRICIAL < Bi UL, 1200°C (2 RAV Sw 
A WRIA 15 PART eat L, 約 40 分 に て 冷却 せ し た る 後 , PE 2 TF O 
て 検 鏡 せ 9 。 この 際 硫 黄 の 一 部 分 は SO。 EKOTMREAS) 8, な ほ 一 部 分 
残存 し て , 圭 場内 の HREOC VEE O LAL, 鉛 と 銀 と の HU, 始め に 
用 る ゐ た る 銀 及 び 方 鉛 確 の 量 に よ つ て 算出 せら る 。 

研 麻 面 は 之 を 汰 素 ; 堅 酸 , ピク リン 酸 , 硝酸 等 に て 吟味 せる 結果 , AgeS と 
PbS と を 同 別 する に は , 砂 酸 の 作用 最も 有効 な る を 確か め , その 後 は 常に 
50 % の 温 硝 酸 に て 試験 の 結果 次 の 如き を 知れ 0 め 。 

試料 I. PbS 99.38, Ages 0.62 硝酸 に て , 全 部 一 様 に 遂 色 
ate} IL PbS 98.86, AgoS 1.14 
TARR CBOE: ME 0-025mm 9+ O ANE Jo HSE Bh 2 BE 
sah 7 | 
試料 IL PbS 98.30, AgsS 1.70 
硝酸 に て 腐 館 の 際 , HEE 0-045 mm fi ROWE SESE A Bee 
L, © Orpen ECE SAT o 

出 氏 は 時 に これ ら の 試料 を 種々 の 温度 に anneal せる る, fa SURI ORE 

を 認め ず , ARI Ce FORM, 全部 Ages Lid, TOPRMBOMM 


1) A. E. Nissen, S. L, Hoyt, Econ, Geol. Vol. 10, 172, 1915. 


emia ghia sinh ts »40 


FLBR E BBD TEV この 推定 に 従 へ ば , 少く と も 0695S ETO AgeS Id, 
PbS 中 に 固溶体 を 成せ ども , Ag2S HULL SIEVE, その 少く と も 一 部 
Ve HEE UT PDS よめ 分 離 ず べき を 主張 せ 0 。 

雨 氏 は これ と 比較 し て , 天然 の 磯 石 に 就 て も 研究 し , PINE KOR EF 
90 

1. Montana )}| Ten Mile District #77430 (Ages 0.2539) 

aca OT (ARS 5 AV ABE REL, SO EEK 0.025 HE 
2. Montana )}| Jefferson Co, Comet El) ATEMIE (Ages 0.195%) 
MAROPAAM AT 4D 2, HORI OAKES LDL HO 

3. Colorado )}| Idaho Spring Sh (Ages 0.12%) 

BEMIS SRICBO TOABREE U, HOMON Bite 
4. Nevada )p| Eureka gE 7/;@h0G (Ages 0-78%) 
ABU ABE 72 ISS 9h, 制 目 に 深 ひ て 規則 正 < BARS 4 HHO Bie 
AF bEDH OSES MRNODLODRANLE 

5. Colarado 引 | Clear Creek #EAEHIG Ages 0.08% 
何等 の 白斑 を 残さ ず 。, BMP —RILBAT 0 

これ ら に より め , MEAG LE AgsS 約 0.2% (IES td, WHA & O AR 
と し て 分 離す べし と 主張 せ 9。 

Rr Eb) MEO LA SOMME LURES ® Ages EME Sid, 
(CARICA, tS BAL ABI に 於 で AgeS Ost cst MT SHB LIC 
ょ る の み に て , これ ら の 白斑 を 積極 的 に Ages と 背 定 すべ き 資 料 な ほ 完 か 
6 8 BBA ) AAMEO PES Le 等 に 就 て も 特に 廃 明 を 加 ふ る こと な 
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Guild K © HR 
越え て 1917 4, F. N.Guildse 4 ¥ 1: SALOME % BABE F ICE L, 
HI TO 5 DH WMOM KPA S &OUL, ZETA LIL 骨 酸 化 水 
FIC COLT SOR, MIC BES 止む る ぁ る を 示 し, し か も THOOBERD, 必ず 
し も Ag2S な ら ざ る を 記せ り め 。 
例 へ ば Montana )| Rimini AME, 0-10~0.50% ORES SD 
も の に は , 少な く と も 次 の 4 MIM OMEM AS o 
(1) QMO (tetrahedrite) HAVEL O 硬 き た め , 多少 浮上 り て 見 @⑰。 
(2) BESRBE Cargentite) Fr enMe& OWS &, ABT LE BI LHE LS 
(3) AL9RBE (ruby silver) 方 鉛 確 より 多少 青色 味 を 有 す 。 
(4) ESRB Cstephanite) 硫 錦 銀 銅 確 (polybasite) Zid t Oth OWE AOL 
DILGER INO Cte KE be INR & OURS & MIRE UT Z ODVEDNHE 
な り 0。 
以上 の 外 , Arizona 州 の Silver King fil k © ik, 針 銀 銅 忠 Cstromeyerite) 
1k O CHEER RIC BD acts S SADR HEM し , Hungary の Schemnitz 
産 方 鉛 確 に は , 濃 紅 銀 (pyrargyrite) に よめ て 同様 に 結 ぬ ね かれ た る 例 を 記 
せ の 0。 
因 に 同氏 は Arizona 州 Old Yuma BEA Sich, 含 銀 0.016 2% の も の に 
PETE, BARE D FE 42 5LF*, Idaho 独 Bunker Hill #7 SAH aR 
0.09 YO) & Diz HT, Leitz Objective, No. 5 QiAEFIL HST, EDIE 3 BO 
銀 磯 物 を 認め た 0 め LHES, Ctr 6 OMMEMI BG 6 HOB) GMM L Hex G 
b» 2A, A PROG hs RP この 程度 の BED 3d, THVEOSR 
の 品位 を 一 居 高 むる に 至る べし 。 CRE) 


1) F. N. Guild, Econ. Geol. Vol. 12, 297, 1917. 
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4515, FRAO FAs} RBS 
CR oyster Pi EH: 

反 應 室 を 有する BROMLEY, Rie 
部 は 900°C HPT 0.01°C WHO 
30 時 間 以上 保ち 得る ょ うに せり 。 試料 は 
Minnesota 産 方 解 石 結 品 を 光 加 的 に 吟味 
2S Zk 100 mesh の 粉末 と し て 使用 
2U, Rk Ve SMA & 
り , FRAO DRE A—REICHE FS 
JAR eA Uc, 894.4°C を 得 。 COs 
前 研究 者 の 得 た る 結果 と 比較 論 詳 せり 。 
(Jour. phys, Chem., 40, 435~438, 1936) 
GSA) 

4516 Polymorphism の 一 決定 法 
‘Phipps, H. E., Reedy, J. H. 

WMAltth OMe Bh & dipping refra- 
ctometer c CRE TS S — Hf HE & HE ae 
り 。 こ と の 方 法 は , 団 位 の 速度 小 に し て , 他 
の 方 法 に て は 正確 に 決定 し 難 き 場合 に 特 
に 便 に LC, 呈 つ 簡単 迅速 な り 。 CCl4 の 
Me, CO 方法 に て , 加熱 冷却 曲線 
ょ り 47.66 土 0.22C と 決定 せり 。 (J. phys. 
Chem, 40, 89~100,1936) (渡邊 新 〕 
4517, 過 和 無水 と の 芸 存 時 に 於 ける 硫 物 所 
{EDFRSE  Crowly, J. 

Frash yc & 3 ies PRI MEIC 1 RSA 
を 使用 する Meath Bic 際 し , eho Ee と 
仙石 と の 分 離 に は 過熱 水 の 作 用 極め て 重 
要 な る も ゃ の あり , 著 者 は Watch LRO 


Southard, 


N= FRE TT~ UV 即ち 100 HOM 
it~ & ABA HEEL Ht ei 
A Ly 過熱 水 を 用 ひ ず LC, 硫黄 を 燈 融 
Se LYM MICHA RAMEE 得る に 
Wx SA, Ske AO CHAI, GA 
IK LIEGE LS RES. 又 克 
FPP ICS EL eG し , 硫黄 を 少量 に 挿 
A UTIBBOKE UC 熱し , 水 を 一 方 より 
他方 に 委 に 流動 そ し むれ ば , 硫黄 は MA 
He GHC Hitt CHIR ES BT SKB 
So BIC RABE BP (cA V U2 hi 
を 装置 し , その 上 に 硫黄 を 置き , 過熱 水 の 
存在 た 於 て 燈 融 す し むれ ば , ZAP 乃至 
乾燥 駄 態 に 於 て は 燈 融 硫黄 を 自由 に 有 通 記 
せ し む る 目 の % ゃ の な る に 拘ら ず , と これ を 
通過 せ し め ず 。 か くる 事 堀 は 過熱 水 の 接 
AIC SHEA WORM LAS 
Bt MRR 550 AUS Ms Rk 
の 共存 する 條 件 が 天然 に 存在 する 場合 を 
想像 そば , HRT KO 或 も の に つき MK 
Ale MWS SIC mS L_(Eng. Ming. 
Jour, 137, 1936, 27~30) ($478) 

4518, 加熱 に よる CsCl lattice の 

NaCl lattice ~D#4E Wagner, G., 
Lippert, L. 

CsCl, CsBr, Csl & OFF Ka を それ 
ぞ れ 530°, 580° 及び 560° まで 測定 せり 。 
CsCl は 445+5°C で NaCl Ape + 1c Bh 

UC, ZIP CBE a 3-64 & Y 3.21 CH 
La 14 4.24 & v7.02 A CBRE L, 1 mol 
に つき 1.3 KK. cal, OHMeEMF, CsBr 及 
び Csl OF (lt, Mic a が 増加 し, 密 
度 が 減ずる の みな り 。 TICI, TIBr ya 
fo TH は 390°C CHIE bo wt Bt 
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候 を 示す る も, 他 の cubic form の も の へ の 
款 位 す る に は 非 ざ る 如 し 。 CZeits. phys, 
Chem, Abt, B. 263~274, 1936)C 渡 邊 新 〕 
4519, 異 極性 多 酸 及び その 監 の 結晶 裕子 
の 研究 2- [SBD Silicowolfram- 
ate DfS3é Kraus, O. 

={"¢)/BoO silicowolframate » 4 7K 
化物 を X- 線 的 並び に EAB IC 研究 し て 
Me™” HCSIWiO40o)・ NH20 tr 3 4h Stay 
RAT SLLEMOTER VY, ZKAVE 
化合 物 は Al4CSIW 2040) 3:93 H2O, FeH 
SiW 2049-28 Ho O, FeHSiw 100.24 H2O, 


5 . | 
ALHSiW 42 040-30 Hoe O, CrHSiW 42 O40-28 


HQ0, AIHSIW 1204-28 H2O 等 の も の な 
Vo CHIC BH UC Wyrouboff 及び de 
Marignac © Hil~ fe B LBA aHRE MY Ee 
し , HOZECL OO 単位 格子 及び 空間 
群 の 可能 な る も ゃ の を 決定 せり 。(Z.Krist., 
93, 179~395, 1936) (SH) 
4520: *kKEMbM—BKETO4 Fv ER 
@is4{¢E Lotmar, W., Feitknecht, W. 
HS, =VF 1, コバ ベ ルト の 水 酸 化 物 の 
多 敷 の 混 品 を 測定 UCR YS mig 
酸化 物 の C6- 型 の 結晶 の a- 軸 の 大 さ を 
約 3.19A ょ 推定 せり 。 赦 に Ce BRT 
物 か ら 導 か れる 載 基 性 壇 に て は 水 酸 層 は 
層 上 距離 が 増大 する に HU, 叉 格子 号 置 の 
減ずる に 従っ つて 2b OMAHA IBKT 5 コ 
ベルト 水 酸 化 物 の (OH)-parameter を 新 
に 決定 し て (v=0.220) 協 基 性 ブ ョ ベイ ド 
& yee L CHASE ESM ICC (A ARE IC th OF 
fic (OR) HH UL ( SBR FicHET 
る こと と を 認め た り 。 こ の 事 賞 は 反 偏 極 作 
FAL BARS SL OI LTC, HHO KEL 


By BSAA BIA — AE HB D ER He AE 
Ce- 型 に HF He FS POM MI RRS 
Hs.Z%oO7eV., CZ. Krist 93, 368~ 
369, 1936) て 高根 〕 

4521, Osmiridium に つき て III. 
Swjaginzew O. E., Brunowsky B. K. 

Osmiridium の 微小 結 品 及び Miasser 及 
び Neviansker 産 の 良 結 品 を 用 ひ , MME 
卓 法 テウ = ェ 究 眞 法 に より て 研究 せり 。 之 
Me D'S A LS IC % DEF HE AS 
KAZ MLR HA ETS TCLS 
HET DSICBS_ MR Osmiridium OFF fh 
(LERHEIRE te L, その 軸 ょ り 士 10? の 傾 を 
LY CHROMA ETRE VU (2Z. 
Krist,, 93, 229~237, 1936) Ce HR) 
4522, 3 (NH4)20.2 TeO3-6 MoOs3-10 
HO OF BBUIBAHA Donnay, 
J. D. H., Mélon, J. 

3 CNH 4) 90.2% TeO3.6 Mo03-10 H20 
EIR XL UPL ARS SI KE 2~5 HE 
の 無色 透明 な る OL) OBE BAUS 
hE VY, COMMABA MAK L 
C, 2k b ¢ SEM ARIK KET ~ ¢ , Hhasa: bse 
=1.8912:1:1.0731, B=115°3L/ ze 0 , BEB 
は (100 う に 平行 に し て , BEEZ, 比重 る 22 
7) o HATES — HE A, « =b,Y:c=58 1° 
に し て , RiPAsit «=1.684, B=1.727, y= 
1.741 なり 。 更に Barker funy 
EC FG ae S AER © IEABTE IC ET St 
べた り 。 CAm, Min. 21, 250~257, 1936) 
CKD 
4523, PhCrOs 結晶 の 研究 MAREE 

等 者 は 苗 に 繊維 素 ミセ ャ 間際 に 於 て 酷 
酸 氏 及び 重 ク ョ 』 ぇ 酸 加 里 が 化合 し て 生 ず 
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S7ULRMMEMATSHSL,e-y 
ー 中 に て 化合 する 場合 に 生ずる PbCrO』 
結 品 の 異 る 事 を えき 線 的 に 研究 せり 。 喜 に 
更に 繊維 素 ミ モル 間際 の みな ら ず 他 の 無 
BURU AERC COMRS Met 
る に , 同様 の 結果 を 得 EV, MW SARE 
を 用 ゐ て , 種々 の 無機 物 より 生ずる Pb 
で て rO4 結 品 は ビー カー 中 に 生ずる も の と , 
種々 の 有機 物 中 た に 生ずる も の と は その 凌 
品 系 を 異 に た す 。 前 者 に 属す る も ゃ の は 略 終 
RIC LTC, B=102°27’, a=7.1, b=7.4, 
c==6.8A, 比重 618, BHR E ICC oO4 
分 和子 を 含み, 後者 の それ は 正方 品 系 に し 
て a=b=6.74,c=13.97 A, 比重 6.68, 湿 
位 格 子 中 に 8 AF ECE CUS HEME 
39, 347~349, WIL) CRI 

4524, New Hampshire (if27AlRbe 
Conant, L, C. 

ARH IC ISO 3 PGR AVAL BEI At 
tii OBBRIC SV, WAG SPI 
水 成 起源 の と も ゃ も の な り 。 ADRK ORMALR 
の 如く 考 へ ら る 。 Palaeozoic の 成層 岩 中 
(CERO HDS MBPS VC, CO 
部 分 は Hb ek— Be ic 起 れ る regiona] met- 
amorphism に より て 黒雲 母 理 線 摺 を 生 
じ , His C HERG A DIRA D PRO BRE IC 
x CHBAICBUEV, Rt ORR 
BOK VIC, NF TAA PROM BAM, 
a A OiRs LA V. (Econ. Geol, 30, 
387~399, 1935) CAF AD 
4525, BMS WER Mi Sia ic 
BIFS2RRR 島村 新兵 竹 

As WW IC (EE RIK AGR DP TEAS BF 
在 し , 地 覧 は 一 般 に MMR L 2k ACE 


Mak VS, 朝鮮 系 は 主 に 手 枚 岩 及 圭 
HEA a tC し て , 走向 概ね 北 々 西 に て , 西南 
PIC 40°~60° (HBS 9 FER BEER 
Abita IC LC ANE & I UC IC Bg 
WAST s., WLC t OAM MTEC HS 
て は 本 岩 は 概ね MLB PH Sa 
を 遠ざかる に 従 ひ て MeL eV, Ca 
RHOK SH LAD 3 DERE A IK 
移 化 す 。 

DRL 2 SE © BER 2 Eid a PC IR 
せる SEHBAC UC, ELC BMER 
中 に 於 ける も ゃ の は IME ( 連 績 性 に 富 
み , 重石 の 品質 良好 な る も の 多く : 牧 に 花 
id a ¢ と の 接 斑 部 附近 の ゃ の は 良好 な り 。 
RA BRACAG SL. OAR EKAKRR 
重石 より な り , EL, TET, 灰 重 石 及 
Rie 含有 し, ida oOtod ARR 
TEA OALIK BAER MEK EEA T o 
Cal HRA GSR, 19, 253~258, 1936) 
CHA BF) 

4596 並 斑 の 北方 , BER BHD Be 
ja7q hk Wang, C. C. 

As Sb Sat Pt SE Ca PEK Te S REE E ind a 
分 布 し , これ の 南西 に は WASABI の 
奉 質 石灰 岩 , 更に その 責 西 に は plagiaplite 
DAG Ly HOHE AURIS PR & plagiaplite 
と の 接 肪 帯 に 存 す 。 plagiaplite series 中 
Kit Bich SHbtic RAS Sh % OD 
成分 を 有する FEMS SIRS YC, plagia- 
plite, 7 ~ % Y 4Gfid a, SERRE 4 Eid A 
RAC RN bd. BRM AMP ORD 
は hypogene と supergene 起源 の 二 つ に 
分 た れ , hypogene PipisAR BiH 
に し て , BHELS DH OM<E fowlerite 
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Mx rhodonite と 一致 せ ざ る hic Usie 
hutsunite と 名 づけ た り 。 逐 は 石英 と 同 件 
し て 多量 に 生じ , 右 英 は IPO Hs BY 
Be VIC し て 一 般 に 粗 粒 な り リ 。 supergene 
Bie PL PRs EEN, GEER, PRINS ETN, Ins ME 
hy i IC し て , SEEN It LO GM Lo 
iH HIRORMB AHA AIR A, plagia- 
plite kU KU, 石灰岩 は 一般 に 再 結 品 の 
ems M plagiaplite の 次 代 作 用 と 
BASE し て EERR AD ALE AIO We ARK BE 
RICE U BA PR Ze & Wid @ HS it PEPE MK 
HV, le plagiaplite o2(t{EAoe 
FEILER AL, 紅 桂 石 , Fe-phengite, seghmi, 
RAAB, HALAVETT & ET 成因 に 
ES Ct PEEL ADR @ SE IC IS EBON 
JKR S %,plagiaplite は 此 脈 と 成因 
WRK RIC SS 唯一 の 岩石 に し て , COR 
Bu IL a & ol, thie 
Mikit hypothermal type と し て 分 類 さ 
る o( Bull. Geol. Soc. China. 15 87~~104, 
1936) GH) 

4527, ダ ト ライ ト と ヘル デル 石 
H. 

ダ ト ライ ト 及 び へ ルル デ ル 石 は 共に 皿 斜 
marc 属し , thet ait 夫々 Ca (OH) 
BSiO,, Ca(F, OH う BePO4』 な り 。 筆者 は 
へ を デル 右 の BTR, SRR 
LOL F PODFTRMEREEV, CO 
Mit a=4.80 A, b=7.68A,c=9.80A に 
LO, ZE UE Ses a: b:c=(.625:1 
21.276 % ERO % Oa: b:c=0.631:1:0.427 
LEMET SKC, c Oia 3 IC VED 6 
AMR Conic し て , Bare Fic Ca 
CF, OFDBePO。 04554 St, KO 


Strunz, 


PRET EIA PICMCREIKHEZhE 
る 結果 と 比較 する に 極め て BR Ke 
Vo HOCTHBWR Dror r7tT be 
PRMD kore re eaeme 
AL MoG~ Lo BIC 2 OMA OM fh 
HEREC ET t~% VQ (Zeit Krist, 93, 
146~150, 1986) CR#RD 

4528, Nelsonite MAL) OMBRO 
igimeted Ferney, F. X, 

Nelsonite #8 77it BERUF 2 vy RE 
LCHEHEWXOLHSS RL OTS RES 
DLE F 2 VY WIC REIKO SAR OD 
一 辞 た に し て 米 國 Virginia 州 Amherst-Nel 
son 郡 に 種々 不定 の 大 いさ 及び 形 を 以 て 
Sh USIMIMOKE eT LORY, A 
PD BERR Yt EL UC SBSEREIR IC LT 
FR YRS 2 y BO Te S WIERD 
OMUMBEH IC PST S HEIL * 20 % 及び 45 
WNCSETS 9 TE TIA REA Ball iT O 
CHR YEG LREURA LEDS bik 
SHREDS 2 YEAR SIMIC ST 2 Y 
BUR © GOR] & LC REIR A (a BPR IC kV 
PRU LUE 21% Sb © te V oCChem. Met, 
1, 1936, 22~26) (#4) 


BbBR AUS 


4529, SBOE Barth, T. F, 
W, 

WEOL RAS EMM It calcica 
sodic ~O RMS Bes aeae, 
diopsidic 4clinohypersthenic jg MeFi] & 
形成 る pigeonite pyroxene な る が , ca 
TR BE DRED 成分 に 従 ひ , MEAD Wit 
WES ih URED, A O 同時 品 出 が 始 


Eng. 


#4 39 yb 
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SIE KR Te BET, FHA ( OMe 
時 上 品 出 の 始 る 如き HRABO boundary sur- 
face の 位置 は 
ab/+-2 di/+-2.3 hy’ =123 

Ome Ric cH SLH~KEV, 同一 
12} GERARD 異な れる PH の 
下 に て は oversilicated, undersilicated 及 
び neutral residium を 生 づ る が , 正 規 の 
"undersilicated residium を 生 づ る は , 最 初 
DERBI normative “ne” を 有 す 
SUIS Y 5 PIA GMBCIC PS TLE SFR 
Kennedy, Powers (LOAM O Aim eM 
DESU ALO Sis HIF RO 
“ Course of crystallization of pyroxene in 
rock magma” 7 % fig 3C@ Pratic —¥#& L, 
Kennedy の ‘Trend of differentiation of 
asaltic magma” な る #4ac oR, は 表面 
上 の 結論 は 著者 と RE Sb, 事 覚 的 に 
は 同一 な り と 言 ひ , 叉 Powers の “ Differ- 
-entiation of Hawaian lavas” OF} (EE 
iC CS. MMIC ACS —HeF eit 
さ た りり 。 (Am. J. Sci., 51, 231~351, 
1936) [河野 〕 

4580, 知 根 火山 の 輝石 安 山 岩 特に pig- 
eonite HEEB SBRH CRT 
Kuno, H. 

著者 の 箱根 火山 OB OBMTAE, 
Pigeonite OPEN Ee UCHHOS, PEMD 
Py DH NE BAS HEE, anorthoclase, ilmenite, 
MARR > Fak} Ic fe fee BEE IC SOK 
ある 特徴 な り 。 MEAD © MA te HE 
は 含 pigeonite 安山岩 中 に 見 ちる 。 XR 
HERAKS ) CEPEAROH A OBE 
Halt % © ARM IC AO AMR 


FG LORY & URS RTD IC TA od 3 HR 
FRE CK VRB DS, RMD 
EME & SERMIC ELE L, 特に 次 品 pigeonite 
に 開 し , 本 結 品 は 石英 安山岩 質 岩 紫 中 に 
局部 的 に 癌 生 せ る deep seated condition 
Cin Ls ARE IC suspend し て 
ゐる 間 , MI BI 於 て 協 基 性 < 安山岩 
BE) 岩 具 に 取り 込ま れ た り と 考 へ ちる と 
述べ た り 。 更に 含 pigeonite Rly Aric 
認め ち れ た る MMR wo 性 宜 を , 他 
OBE © REDE © TEM BaP HEE & He 
RL, これ 等 の BPA RO RAL, 
4a Fi PP YEON CH EWE & OU GRR 
Yo CJap. J. Geol, 8, 107~140, 1936) 
C 河 野 〕 

4581: Rock-Magma scUHAORW 
(FRAICHE T TIS pigeonite の 生成 に 
fg Lt Kuno, FH. 

Rock-magma &  #i {TOs S RR 
KD* CUS DBS Ic KY Ht b 
れ た る が が, 坪井 教授 に ょ る 本 間 題 た に つい 
て の 比較 的 最近 の 研究 は pyroxenic com- 
ponents は intratelluric stage に 於 て は 僅 
か 一 部分 miscible な る が , effusive stage 
に 於 て は 完全 に miscible( 笑 れ な る 例外 ) 
な る と と を 示し た り 。 然 れ ど も 人 告 如 何 に 
し て pigeonite が intratelluric stage に 
於 て % 生 成せ ら る ゝ か に つき て は 未 解 決 
の 間 題 な りき 。 本 問題 の 解決 の た め , 中 
RAAKOFERRU Off LORM ALA 
ょ り 多 くら の 資料 が 得 ら れ た り 。 Ua 
GALE A, HEA, HE GRRE A, TES 
Ai» 稀 れ に pigeonite) FoR mR ME 
Ai, HEAL ASIC pigeonite, Fir Lic Se ReMi A» 


#2 640) 


aA h RR 


$840 


MASH HE 71) BIGvIE, silica mineral Ccristo= 
balite, tridymite, quartz) px wI-E 
A RVR OBIE EAL Y 9 BH GIS 
G'E O HEF OBR IC KV, intratellurie 
Pigeonite Nit FILO HMO we 
Pigeonite (2M ICM MORAN TT, VLE 
AL VED 成分 が 鐵 に 富 あ る 事 を 明 に 
し , 更に 著者 は PARSE Be bh 
た る 炎 成 岩 中 の 薄 摺 の 光 第 及び 化 各 成分 
の 再 検 討 を 行 ひ , rock-magma 中 の 輝石 の 
結 品 作用 は , LAO normative pyro- 
xene の 成分 が , EnspFsjs ょ り FeSiOgic 
富 め ば , intratelluric 2 effusive と に 係 
ら ず monoclinic pyroxene (pigeonite) の 
single phase を 作り 9, EnxyF sys k Y MgSiOg 
Kh D (LH © see TE FD ULE PER © ath 
議 せ る 如き AKWRIC 進行 す と 逃 べ た り 。 
(Jap. J. Geol. 13, 141~150, 1936) 
[河野 〕 
4532, eR ROGS Rs RoR 
Ay OCD Rietz, T. 

POA 2 (LAL eg MR > DEAK A rp La 
に 概ね 小 な る レン ズ 珍 を な し て 起 れ ども 
XKBWAE te UCHLS, COMME orp 
KCHb HHO LOWY VHB IC し て 
PEA OMI Zo AT, 7a aR 
等 より 成る 。 新鮮 な る も ゃ の 稀 に し て 多少 
MEBUE(E AL 受け た る も の 最も 普通 な 
Vol OY Vv AVHE (LHR IC saxonite に 
FF, saxonite (He Fi rc HRN 
RWI (IL MEBCTT D MEIC, BFA TT, 線 
DEF tis PRIS し て , 特に 滑石 は 
雲 十 片岩 , 角 関 岩 , 片 旋 岩 等 と 概 笑 岩 と の 
BASIC CAT. BARE & 4 2 OPH 


1512 BROKE © BGR ic kV CE AE. 
UC PNA RET HA hn, BRN Al 
BOE A) OARRE Zi k VERE S oMRVE TI 
MERC ET IE BON RARE IC £0 CHORE HB IK IE 
5S, LUCCO seh TOE A OD HII IE 
AKAD AAKBMET 5 WW UC EE 
Aa PRIS SEI MED 5. TCE ME 
4 © WERC TEE FH (a EEE La bY 
る 地域 に 近づけ る ARC AR IC IS, が 
《 し て phyllitic dh ikic HS SHER it 
Se WERE S So MMRPERA I EU CH 
ずる MOMMA BOBS Ee Lie, WUT 
RIVE Ys © 順序 は 次 の 如 し , 即ち FG 
A ~ RE — A — Cit FE) — 2 
— PAB IA 0, MTA RS A © hn ¢ 
容易 に BME LC, A MERCH S Bik 
Pe CHEAT (LB ER TICK ( SOME 
存 す 。 炉 火 石 は 唯 だ 僅か 絹 布 石 に 匂 ず 。 
RELA TL A ONE It FRR Matic LT, 
UA AT © WERE TE BS PR 8 Big kD AY 
er Lo Aa IC ER id Bt 
Caledonian ARBOR O HAB tb 
ん oF. Math. Natur Sci, Univ. Stockolm.. 
134~260, 1935) CHRD 
4533, EHibenstock Neudek O7ERi 
2D HF FIRS Teuscher, E. O, 
研究 の 結果 , Eibenstock » 7Ei Hid iE 
規 の 酸性 alkalikalk FER AIC ML, 異常 
TOMER ELA SSDI IEF, VE 
Ho WR LY Reon Leos 
あら ず し て , EMORY EY Autome-. 
Kk USER AIC BBS Ss 
の な る Be WM 20, Eibenstock tio 
Sh EE JH (at Si fy Endtypen (Greisen) a- 


tamorphose 


線 41 Eo 
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MAAS SRKMOA REG 32a, 
Ue Greisen HA HRONRRER YO 
Dito ERA WE, SA, 鈴 石 , 満 俺 鐵 
重 右 を 含有 を も を り 。 特種 の 現象 と も 言 ふ べ 
き は , 残 溜 液 か ら 直接 之 に 隣接 を そる BET 
卓 の 部 分 に 硫化 割 を 供給 する 直接 の 
Autometamorphose の 作用 に UT, 本 作用 
GABA BE OBE KIC MMA IC 働き 
wh 4) Kristallblastisch 珍 を 生 ぜ Lire 
(Min. Petr. Mitt., 47, 273~ 311, 1936) 
Gag) 
4534, 長門 , UBC BSE SE 
HO mee A Ry loi T 
SHAR OMA Whos ABT 
FP, 8 ~ (Ein AP ic YE By © 存 
FE し , RABE Vs HE had BIE IC LY 諸 種 階 
BOM HARE BND ERMBHE Vo 野外 
部 びに FARA FE Ye Bit 
Ash IC BEES HBL ps Cmetaadia 
base) DHT IC し て , LOR Efi BHEIC HK 
UBe 5h, 2 Lt REL, AAA- RS 
FEHR DB SFO Bi KT HARE し 
CHhAA 一 黒雲 —HE A — aggregate 
RAMS LOWS LH SLE Vo 時 
に は 陽 起 石 一 aggregate RU RASBRA 
の blastoporphyritic の 結 品 の 多く の 園 味 
x HE ~ BS patch gs granoblastic hh Arp cH 
布 そ る 事 あ り , IY opateh LAE A L ¢ 
Ake STC SHARE HES 
LOY, BIROMMWKA ld xenolith の 
それ ょ より 反 應 列 の 後期 の ゃ の な V し か 
ば , xenolith & BAL OF] ORM, 
xenolith tp OPE & AED % AICI D ¢ 
An < Sib 05 MR xenolith 中 の por- 


Iwao, S. 


phyroblastic AB Ait IAB IC Ze 
Bt 3HNA-BER—-ithaONRA 
DEw EK Y sodic tr ARE EAT tL 
xenolith 2 QMEICTAY L ft, 花 
ii at OBS AD Mir PKR HRY av 

さる くく 時 代 よ り そ の 進化 過 竹 の 後期 な る 
を 思 は し むと 述べ た り 。 (Jap. J. Geol., 
8, 155~162, 1936) CL 河 野 〕 

4535, PKU ROL ROIS 
AARISGET 小林 秀一 

AFKIC HS SKRAIO BILD oO 
LUC a Al LR PE AB Ss LT IC 
ある も の に LT B/ KAMA CORA 
#a URED & LICH 33 HAD BS OB 
RUBIC HSV, Mw KA BO PAL 
岩 を 主 と し, 中 に シ 敷 枚 の 砂岩 及 頁 岸 の 互 
Bey, AMALZEOWE SAT る 
も ゃ の に し て KPRAMS 0,79 BA 
{iu BP AVE IC CHAS SK PORE 
Rie, Kits BiKia-pte Ss. oOicle ec 
4 AAG X IKDC し て , AAT IC ADB Ic & 
り CKPMIOGEASEEPSRODSV, 
ZLEORAR 明か な ら ざ る る , 或 は WR 
Ck Sh) Oo Ahie IC YER DO FEI LY O 
と 考 へ ちる (地球, 25, 354~364, 1936) 
CH BF) 

4536, Malvern Hills に 於 ける 結晶 
岩 中 の 人 金銀 の 分 布 Brammall, A. and 
Dowie, D, L. 

Malvern Hills に 於 ける 結 品 岩 を 研 完 
中 その 中 に 人 金 及び 銀 を 含有 する こと を 知 
り そ の 量 を 調べ た る 結果 次 の 如 Lo lize 
Ne re vy eeo 基 性 火成岩 及び fh 
GH, MALS Ra PO 金銀 の 含量 は 低く 
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aT DR RK SB 
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4 i lgrain/ton, $84 1 dwt./ton 2% 
V, RettwmBRU 片 旋 岩 , (Ea ae 
Sha) WEA ica aS a, ESB BEA a> 
AAA LASHES ABibA, iA 
岩 , 石英 岩 , 基 性 長石 岩 に 於 て る 同様 に 含 
量 き は め て 小 な り 。 例 銀 を 多量 た に 有する 
も ゃ も の は 赤色 花 税 岩 及 び 赤 色 ペ マグ マタ イト 
に し て , HE TEMA O ELA ICH LIK 
JRE IC FES. RETRO BAI BART SB 
の な る さ ベ べし 。 CMin. Mag., 24, 260~264, 
1936) (yr Pa) 
9537, MIN AALPRM reo SSAA 
SISRET 上 床 國 夫 

BL BE HAG FF ie DEE (STR AL AF FF D HEAR IB O 
北岸 より 約 20 FFD WE ICS ZEST 
は 頁岩 層 中 に 介在 し , 上 地方 を Hemet } 
第 三 紀 層 の 最上 部 に 位 す 。 中 部 に は 石炭 
BuBi lL, 下部 に は 砂岩 層 あ り て , 頁岩 
JBL 5~7 米 の 厚 さ を 有 し, BABE L 
Co 走向 は 南北 , 東方 へ 約 10? HHA Vg 

& ERR A it PAIR AC APR fic し て 
LOR Vk WOR Bi), BHA coOne 
EH BAT MEIC EEA ATR FTO Cc ERM te 
SMERER VY. © OBA MS Hee 
層 中 の も ゃ の と 同じ 《 一 次 的 た に 成 生 す らち れ 
た る も の に UT ILE MIKES 撫順 産 の 
SBOLIBAMEV, Che 43, 230~238, 
1936) 〔 中 野 〕 
4538, #iESamic logrithmic mom- 
ent の 應 用 AHH 4550 28 
4539, Saiki bh ORs SMO wigs 
Bee Zuster, S. T. 

a AS ADE IC SS 
に 開 し 理論 的 考察 を 


られ し 液体 及 無体 
な し , そ の 生成 時 に 


OU BIBER eH UG る 理論 式 を 
By UV, 無体 は 理想 丸 央 と し, 液体 は 純 
FEYETR IC LC RRM PF ir 2 BOE Ls - 
BEY LO AKO PRIA BS Bie. KY AE 
成 温 度 記 一 定 と 見 餅 し て , HE, RTE 
則 , 及 クラ デウス の KHAO BAG xX 
り , 生成 時 の 温度 RUE P に 開 し で 
ROK ELT Vo 


Pp dr R(t+273) 
a VOm ; (1+ y(t-25))M 


UE BE ICME 25°C と L, Vo, RUVOm 
は 常温 に 於 ける 液体 及び HiWORR 
K=Vo,, Voy に し て ,<r 及び om は 液 
体 及 春物 の 体 膨 懇 係 数 , dr (LR OBB, 
R ZRH M は 分 子 量 な り 。 (Am. 
Jour, Sci., 31, 361~372, 1936) 【 待 場 


S&eaik Ss 


Vi HELL SIFU RET 
ato, T. 

Se IEDR MIL PALA OD HG X V PHALZO 
AO WEAK S VC, 附近 は WSS A RAR 
の biotite-bornfels, cordierite-hornfels, 
cordierite mica schist その 他 の 水 成 岩 と, 
RICH る ihe aa bk VIED, 
BC BAKO PRICE Ck BARAO 
batholitic mass の 存在 が 推 穴 そら ちら れ 」 SF 
Ck YU CHEMIE OR GO metamorphism 
が 生じ た る も の の 如 し 。 現在 迄 に は た で 
ーー 本 の TROD 稼 行 て ち れ , その 走向 は 
PRALIC UC HAL IC aR SBME BD, HE 
FL000 KIC RUM OKICET 3 HFS Vo 
BEAK ck RGEC Lc pegmatite, alas- 


綿 43 ib 
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kite, Z;3cRE Lk Vt S, ES alaskite 
magma は pegmatite D SMe fa & Fee し , 
之 が 凝固 する に あたり 先 づ 主 と し て 石英 
及 長 石 に 富める 岩石 を 作り て alaskite ¢ 
な り , そ の 残 此 は BIRMED PEA LH 
て boron mineralizer, alkalies, sulphi- 
des Keke Buchs alaskite と し て 品 
HLASt,OOMMEAML V, KBE 
後に は granitic magma の residual liquid 
の 産物 と し て barren quarts vein の 成 生 
を 見 た る も の な り 。 (Jap. Journ. Geol. 
Geogr., 13, 103~105, 1936) tL 中野? 
4541, ANY FILBEFO BU AO ih 
Royce, S. 

AS) 4 LW Bh L—fA © Mh Spice L 
C Hh At BERRA AERC K UKRS. MHL 
て 基 下 層 は 前 ヒ テ ニーロ = アン 中 に 弧 括 さ 
る ネロ ロー レン シア ン 並 に キー ワッ チン 局 
ょ より 成 り と れ を 究 ふ た に ヒ ュー ロニ アン 期 
層 を 以 て す 。 此 ヒッ ュー ロニ = アン 期 選 は 上 
PERE tbr, 内 下部 は BRAS 
等 ょ り 上 成り 鐵 奏 を 全く 含ま で る も の に し 
て , PRAEAMMAS k UK YU, 此 地 域 
に 於 ける 鐵 太 の 大 部 分 を 包含 す 。 Bek 
MANQAReSURE~ レー ト ee 
特色 も する も の に UCHMHRKORL oid 
CHICBS . IEA LY EMS 5 Bk 
Op 中 部 ヒュ ー ロ ン 系 より の も ゃ の は 高 
MPIC LC 量 も 多大 Sa bie = 
—BYRLVOCLOUBARIC LCs 
LEAS o DS SEMA MPR Y 
LED MAK MRO RMA IC BS 
WABI OMBAM SRS’. OICLT 
SDR A: he BRA IC C12 AED 


CPST o SREY O AEG ME He OH 
Vo ACE DR AE CS BS = FE ATE) eH tee LI 
過ぎ ず 。 え ペリ ォ オル HME GRA kU 
1840 年 以降 探 刻 され た る HRA 16 fei, 
に LCi © PETC SE & PESTER EDS V 
tB3., (Min. Cong. Jour. 3, 1936 16 
~30) Carr 
4542, Black Hills O@iRR Wright, 
LB: 

不純 物 を 含有 も せる 白雲 岩層 は 福 曲 作用 
中 に SOKA (ERR 受け 。 カミ ング トナ 
4 + tai > RUE BEC, ARIK 
y GRE IC HAS OEY, RICE hE 
DRASVC EE BHUESERTF TAA 
bRUARIKORA LTEA~Y 5 HORE 
KLAR L HC PBoOS LAS 5 WRK 
PERU KLE VT AY 7 OTTER AEE 
Yo 基 の 後に 本 地域 は Cambrian ょ り 
Tertiary の 初期 に 至る 長期 の 優 骨 作 用 あ 
り て 小 量 の 金 は その KMBA PIC 含ま 
る 。 次 に 第 三 紀 火 山 活 動 あ り て 含 金 溶液 
EURAIL URAS Dh, AR, DE 
HO, BRB, 金 及び REURe 生 ぜ 
y (Am. Inst, Min, Met, Engins., Tech, 
Pap. 699, 1936) CAF AN) 
4543, Malveru Hill #BShOBR 
(SET 本 欄 4536 28IR 
4544, FRIVFOUAORMRICHT 本 
fel 4521 22K 
4545, British Columbia に 於 ける 含 
SSehiepe Warren, H. V. . 

HEH AICHE Clk PILE RR VF 
モニ = ニー と BT Sc LoSnlst, 2B 
SHURIC IRS CLAP TE Vo MATEY 


% 10644) 


a A hy TR KK Be 
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し て の Cariboo <1) (d BRR A MSE の 
ERP IC MMS 3 BUGS HR KE IC LCE 
脈 は 多量 の TEBLGR Se BH, IC RELR LC 
人 を 含め る cosalite (PhoBioSs) 及び 
galenobismutite (PbBi2S4) “ao Spay 
物 あ り て , ZEORAM MS 含 金 量 を B 
加 せ し むる よき indication と し て 知 ら 
So WHMCS 人 金 を 含有 し , 之 を Hie 
し て SONA GEE ICC HES AE, 微細 な る 
人 金 の 支 脈 が 認め ら る 。 galenobismutite 中 
1C% PHL LLM KO 4 & & aa, cosalite 
PKS 同様 の 状態 を 時 する こと を HED 
め , 更に 野外 の BREE L 考慮 し て 著者 
(LO RACH し て , RES BA L dn 
BRL RYE © IM & ow 
て 人 金 は hypogene (C2 ope 7p ic HE 
れ て 上 品 出 し た る と と を 主張 を せり o CEcon. 
Geol, 31, 205~211, 1936) 〔 中 野 ) 


BARKS 

4546, DIROBGWODH Rosewarne, 
a WEreto, 

カナ チ ナダ に 於 ける 石油 産地 は New Bru- 
nswick, Quebec, Ontario, Alberta 等 に 
LC, OBER S 1929 egy HLS 
UMS 示せ り 。 AICS 58 の 資料 に HE 
SAODMET AK SERV, 即ち 
その 結果 に ょ れ ば , sp. gr.---0.772~0.981, 
viscosity Cat 702 F)...29~ 6.950, SS 
0.08~3 34, gasoline, naphthac % )0 — 86.4 
に し て , FELT IERIE, gasolire に 富 
む ゃ も ゃ の 多 し 。 原油 の 成分 は 58 の BB 
内 31 が paraffin base に し て , 他 は 殆ど 
intermediate base み ORV, ATK 


AAR OPM te SED V, DFE 
の 油 真 岩 油 の gasoline {it 5.1~20.3%, 
kerosene 量 は O~5.0 %, gas oil 量 は 22. 
~ALL 26, PET CHE IL 11.3~18.0 2, pe 
PATH (中 う は 6.6~10.8 2 Yh eh CR) ik 
0~139 % に LC ZEO 成分 は 種々 な る 
炭化 水素 の 混合 物 な り 。CCanada Depart. 
Mines, 765, 1936) CAA) 

4597, 石油 成因 上 より 見 た る Border 
地方 の 古 地 形 Rellum, L. B. 

右 油 の 開 要 に 談 て 古き 海岸 線 を 探査 す 
る 事 が Bik lei] YU, Jurassic By 
Neocomian 時 代 に 於 て は 北米 大 陸 の 南 
外 が 北部 Mexico を 横 ぎ ざり, 一 生島 が 
Coahuila (CREME SLOKV MELTS 
DAP SER D ERE ik FA HEIC Pc lk Coa - 
huilayl) fg yc s+ 5% Dte VY Mexican— 
Hi Sis COB BOHM, MH HicSV, と 


| PLL ORs = ORES U Hee 


れ た り 。 Aptian 時 代 に 於 て は この 生島 
は 作 原 化す られ て 海 浸 が 起り lagoon 4p 
PRICE CAO BSE L, 上 部 Jura 
BOP BR AER IC RS Tk Mexican Hh fy 
斜 に 同様 な る 海 旗 堆 積 物 を 生 UAB ERK 
FE ERe Shore 0ScCo Coahuila 
AP kes (2 9 = $0) © Pe Ry ICE L & oy 
興 ふ る る の な リ olB. Am. A, Petrl. Geol., 
20, 417~432, 1936) CAA 
4548, Mexico の Border 地方 の 地質 
#835 Kane, W. G. 

Texas の Border 地方 に 於 は S Hh BE 
HEU 8  — DR > ACS Hae 2 PES te S 
FAH (SU eo し , 背 斜 橋 造 の 多く は 南 


KIC FEL & HF ALBA — BLO dE hy O HERE 


Hi 45. ca 
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Vo LEO BREIL  Dnose fi L 
は 一 致 を ず UT 120° © 角度 を 有する る 
OIEV. COME WA OH A 2 O 
component force が 働き た る 如く 推定 そ 
ら る くる も , 之 等 の 雨 軸 の ERs BOM & 
AL, BORE 2s 始 新 期 層 と 正誤 紀 層 と 
の 接 懲 部 を 詳細 に 研究 せる 結果 に ょ れ ば 
A OPW OMG ae し て 古い 地 塊 た にょ よ 
る 影響 に ょ る を の て こと 推 宏 そ らち る 。CB. Am. 
A. Petrl, Geol., 20, 403~416, 1935) 
CAA 
4549, Modelo RBPOEBMB Co- 
gen, W. M, 

本 研究 の 目的 と する 所 は California の 
Modelo Jeri ic Pit 3B WEY O ARAB IC 
EP OBE E REV ALTS‘OKLT 
Ri kd hwo 基準 と し て 重要 
な る も の な り 。 その 研究 結果 た にょ よれ ば 重 
PL. ORM PICA CAL KR CH 
Le Bitte my LEO BICRAT Bk 
APACE ENE RSI CORE 
KETC 4OONM IK faa) LARA & BEAR Palet 
を 認 む る こと を 得 た り 。 即ち zone A は 
epidote, hornblende, tourmaline % Rx, 
ilmenite 及び garnet (i titanite ; VAL, 
zone B は epidote, hornblende tourma- 
line を 多き, 
より 多く , zone C は epidote, hornblende 


titanite が ilmenite, garnet 


を 含み , titanite が ilmenite, garnet k V 
4, zone D に は epidote, hornblende 
Bitr ¢ tourmaline 示 西 方 に FP COAE 
#EL, garnet (HIKES SZ, WLUCS 
等 の 各 zone (LX OMPFLIC HSC HICBR 
する も の に し て , そ の 原因 は WARES 


SCMECREIEUVAAL Vite She 
ょ より 運搬 を られ て 堆積 せる 事 に た よる も の 
LEX 5S, COMFRIAMM MIC LS 
HW) Tk © De YE as SETI te D hn & FR te 
EL, MBAS te IC A TS in ® 
basin に 於 て は 有効 な る 方 法 と 倍 ず る る も 
Dt Vo (Jour. Sed. Pet.. 6, 1~3, 1936) 
CAA > 

4550) 立 庶 組成 に logarithmic mo- 
ment OER) Krumbein, W. C. 

最近 堆積 岸 の 粒度 組成 が 盛 に 研究 を ら 
ty その 統計 的 結果 が 論 ぜ ら る ゝ に 至れ 
Yo 著者 は Hatch 及び Choate の 考 に 
FEO THER WOK の 大 の negative loga- 
ritham symbol を その 統計 的 計算 に 應 用 
せん と せり リ 。 こ の symbol 使用 の 有利 な 
S BASH O IH) scale & HPRLIC し て 
Ma BECKY bh, Ho size free 
quency curve の Jogarithumie properties 
eMBRAY FSS .owV, WUTCS 
D fig Rte 3 elZeIC k YV-C 4M logarithu- 
mic value は 要求 せら る 所 の equivalent 
diameter VPLS LLOMV RB 
MIC PS TLR BIC BE TC symbol Off JR 
FEL MANO OMAR S Cie 
Yo CJour. Sed. Petr,, 6, 35~47,1936) 
CAA 
4551, BRRERI FIED EAERAC SS 2 BR) 
BH, 加藤 理 。 

著者 は 先 に 胸水 そる 酸性 自主 が 陰性 原 
子 園 を 強く 吸着 する 事 宮 に 基き 除 性 國 を 
AT SMM AIRE AE ORF 
PSC REICHEL b SW e RED HEE 
#YU, COMBiC kV CRY MRMLYC 


#5 1246) 
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SEPM 3S 3 PEPE At: & AR A UC Pc 
3: SARI YE BSB D COOH & 0 
LESTE? LUE SROLPEESS 
LEWC FY eFUYA RB LMS UC 


PRO 4 =r RAE SIN RB ICBEeE | 


現 は す 可 きも の と 想像 そちら る 。 こ と の 推定 
Ovi icHige owe kt regeeat 
の み に ょ より て 路 酸 ボボ アセチレン と 編 合 す 
SMA ME Ke EO, 硫酸 水銀 と 併用 す る 
AEA OP RP S28 OVS ii 


LC Bo MMP AL He LC ARIK TYNE Ae 
SMRERE LA SIEBER ALC MB | 


水銀 の 楓 酸 溶 液 を 吸収 せしめ, ZI RE 
BiB e Ysln UC BLUR S 硫酸 水銀 - 酸 性 
ALAS STR LCT ee YL 
酸 と の 化合 速度 を 著しく 促進 なせ しむ る の 
Bite STK BS 3 SHR O AE 
BE BKRO YAO 2.5 EY LICE 


IX SRAGUE IC PRE EE IRG LEB OICHS 
Cit SUARUE(E A298 Lie Lo tPA AC SE 
BOVE Fy EAGLE OYE VE (oS ER © RH 
ESIC REBBK TSR =F IVF VF 
Fer —-bicBMs ower = =rA RA 
は 著しく 減少 LARI RMR KYU AZ-ny 
質 の 生成 する 傾向 ある も の な り 。 以上 の 
如き 酸性 自 土 の UREA, AD 特殊 
Sok BMA & AS AB ICTR PEI IC 
酸 を 吸着 UZLIREbY SHICK VCH 
明 LAS AT し 。 ( 工 化 , 39, 223~231, 1936) 
CAA) 


me oe Et FB 
4552, WFHORRMAO X 線 研 究 


Hick, V. 

AF BURGER ICHG 3 FO KAGE 
に 就 て , 着 色 叉 は 部 分 前 不 均 質物 質 に 各 
て , 硝子 表面 に 附 着 する 物質 の 分 子 方 位 
に 就 て , 粉 来 X 線 解析 方 法 に ょ り 研究 せ 
られ た り 。 基 の 結果 或 種 の ruby glasses 
の 色 は 硫化 及び セレ ン 化 カド ミウ ム の 


| HAR CKSCLE AWPU, RM o 


anneal し た る Na-Ca-Si- 閉 化物 の opal 
glasses m ABW it BRIE O BRIC 生成 を 
られ し 石英 及び クリ スト ペラ イト に よる 
LOK LTALZCT XSF a Men 
ば 鱗 石 英 を 生ずる も の な り 。CJour. Am, 
Ceram, Soc., 19, 148~152, 1936) (竹内 
4555. 各種 粘土 に 謀 す る 水 熱 友 應 生成 物 
の 研究 (第 3 報 ) 永井 一 陸 Br 
AEA, デイ アス ポル BEANE 


LTH LE O VEL AA ICS 
Me Lirg SICK L. 別に BLE S 硫酸 | 


る アル カ ヵ カリ 液 を 用 ひざ る 場合 及び 用 ゐ た 
Yo & D AMBRE IC wT FLERE Vo IK 
RROBKT 200 atm, 367°C, 4 時間 の 
IN 8A BEE IC TC Ik EER OE + OB LD 
( % 0 Bik Ode hia te ¢ WES KR ic 
CEM POF T1T AKA AlDO3-He 
O か ら AlgO3-3H2O K&eHEFKRD 
ォ オォ リナ イト AlQOQZ-2ZSIO“g-2HLO ょ り 
Al20s・2 SiO2・mHe0 Ks mex Y 
ao RIC TU DY HRD ICC 50~100 
atm, 15~30 % NaOH 深 液 を 試料 の 10~ 
20 僅 位 加 へ て BM e LK カオ そ リ ティト 
は NagO-AlgO3-SiOo-H2O 2% 0 KY 
BBL to UC RU, FAT ARN 殆 ん 
& 424 1c Naealuminate と な り CHIEF 6 
此 の ディ アス ポル が 従来 アル ヵ カリ 液 に も 
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Ate 3 HEBEL し て 一 般 に 認め られ し 
が , WOR A RFE ICC 極め て 容易 に 溶出 
さる ゝ 事 が 認め ちら れ た り 。( 工 化 ,39,6 
10, 昭 LL) 〔 待 場 〕 

4554, 徐 冷 せ ざ る 硝子 の 屈折 率 に 将 す る 
時 間 の 影響 Klein, N. 

PEER 7 > > YH TAR CE 120 KE, 
PR = 30 FED & 600° CR L PH OM 
さ が 場 所 に 依り て BERS Y SR, LZ 
BOs Mic CRAHRBE WEY BAR 
U124 ヶ月 後に 再び 同じ 場所 た に て 属 折 
符 を 測定 する に 次 の 結果 を 得 た り 。 属 折 
ZA (AERC SECRET COMMER 
D RAB aS Be te SHEIK AEE KIC し て , 
と の 遡る 赤 同 様 な り 。 と の 硝子 の 最小 属 
tT2AAD Lebedeff {iF nmin=1.51369 に 
し て , 一 方 最大 値 は 0, = 151989 te 0, 
ULE CBS SMA MOML emt EM 
太子 表面 の CORK 同様 に し て , AE 
OH EL Lebedeff 申 線 上 の 砂子 の 位置 
K DARA As., (Compt, rend. 201, 339~ 
341, 1935) (K#E) 

4555, New Mexico Ji] Dona Anna 
の マグネ サイ と 硫 康 Taft. HW. H. 

bb sh ic 於 ける 最 下 部 の 成層 岩 は 
Cambrian DEBRA RUBRIC LO ZOE 
KAZHRAS 0 cHRE YT =BRO 
ABACK EUCHAZ 3, ~7RYATE 
meyy = BRU NS OWA OBR OEE 
成 作 用 に ょ り 生 成す られ た り と 考 へ ~ ら 
bo 分 析 結 果 次 の 如 Lo 


Ig. Loss, 51-28 51.31 52.39 
SiO» L74 251 0-18 
Fe,O3+Al,0. 057 0-74 0-71 


ok # 13047) 
CaO 3:28 0-96 2-00 
MgO 43-18 44-48 44.77 


(Eng, Min. Jour. 137, {37, 1936) 
Or A 

4556, KeO-PbhO-Si0. ZOW+TH 
Bur. Stand. 

AS KR OF GO PAB FIC BEE 
TIES V9 AKI ICH Cet Ky,O-4 
Si0g, K20. PbO - 4SiOg, K20-4 PbO -8 
Si0g RU PbOSIOg HE SHE AICS 
SRD SARI ICS CRE te 6 WAM 
RAE, CORMAN THES 0, ROK MB 
FEGESCES SERCO Ri OFS 
は SiO2 OF e HICHE BUICK £3 
従 て 工業 的 に 利用 UGG S GEES a BR © 
る べし 。 Ks20 の 側 に 接近 せる MPS 
KP CLR ETCH V,M PbO.SiO。 及び 
PbO EYHR* K20:2 PbO:2 SiO。 ~¥ 
SHEA ORAL RE LZ BRED Vo 
更に PbO と K2O.PbO を 連 る 線 以 下 の 
絶 で て の 成分 は 不 混 和 性 2 液 相 に 分 離す 。 
WT & UC OF FAVE LIP OF & L 
Cow (iz As. Cour. Franklin Inst., 
221, 552~553, 1936) CHAC) 

4557, SAeEVEIEO RIZE Bur. Stand. 

Boiler Sag OB MBM CkKRE 
WS PICS *E Spec le mullite, anort- 
hite, corundum, £E(PNICHIREE to 
ED BRACE FB MEL VC 14%s Pao. SE ZW] > 1 
ん が た め CaQ-Alo03-SiOg-Fe,03 系 
CPS CORE RD © GET IC MS HAZE Vo 
即ち 藤 知 の CaO-Al9O03-SiOe 系 を 四面 
tho Keli t L FeaOs10 22 OFFI F 
(i FE Vo 10% Feng03 を 含め る た 
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め に 各 結 品 相 の 境界 線 は 多少 の 移動 を 見 
る も, 概して 腐 面 に 於 ける 開 係 を 保つ 。 研 
Rt SH CH Cit GH ik 初 品 と し 
て 現 は れず , RICO 初 品 の 品 出 由 度 を 
100°~200°C 低下 する の み 。 flux を 線 て 
CaO 2 ve L, Al LIC RE ORD & plott 
すれ ば , BIO SAME lab & VWF 
ZTSL\EARL ORCL ABs WS, 

し て anorthite area (Cd ZHRLEO f PAPE 
は 比較 的 大 な り 。 (Jour, Franklin Inst., 
221, 553~554, 1936) (吉木 〕 

4588, DrARROSAD AiR 本 拉 4518 
ZEN 

4559, HAEERHLE SRE Thorn 
dyke, J. T. 

EER Ti OR DRUK 28 7 AB Bi HIN 2 Code 
Siding (c HSL HPA OEE 7.500 WR 
ZB PFI A 300 mB: 12.000.000t な る 
と と が 知ら れ , その BRP PIT 
SiO 2 47.12%, CaO 041.72%, MgO 2.72% 
FeoO3 1.60% 05 AUK ORM, 
ATED 28 tt & ls] LD SABE ASHE wD 
られ て , HOLE Has Pyrex WPomiy 
な る RAF ORE UC 用 ひら れ , BICHRE 
(mineral wool) 製造 に 適する と と が 認 め 
bREVY, BERR EL UCHIRNAERMO 
SABE ARE UCR KE OLE RD 
RAT SUL SA, MBLC MBER EYL 
Bi eae HE He PE RE I tb DBS fE ら 
る ゝ が た め な り 。 

a ( ON FER & UBYE Lk OTE 
(LTNEROI SH ~ OMA AGGe UV, 


C1) 単 一 の 原料 が 使用 きれ る た め に 原料 | 


を 其 燈 融 悪 以上 に 過熱 する 必要 な く , 従 


で blowing tomperature が 容易 た 決定 さ 
れ 製 品 の 規格 が 一 定 す る と と, QO BVP 
に CO2 の 如き 揮 豆 物 を 生ずる も の 例 ~ 
ば CaCOs BeIW~XSR WIC LiMo les 
RX UK Lo Bas BANS th, RRO 
fe hes NE ICA BABES Se E,C) 
JARO te RT AE S KDB 
C—-HOUER EAT 3 7b, (DEO 
AR & FERRI — OA FILS BS 
る た め に 製品 は 優良 な る 特質 を 保ち 繊維 
の 細 ミ き 及 び 強 さき が 一 定 せ ら る 。(Mining 
Metal., 17, 183~135, 1936) CHP BF) 


a # 


4560, BROVFBHOMLAH Lum, 
J. 1.5: Curtis, se. 

WB SER O Lie O TOPE DRE & He 
むる 間接 法 に は , 石炭 試料 を 充填 を る 管 
Ng が ゲス を 通じ て 加熱 し , 試 料 の ゲス え 
SAIS CREF 抵抗 を 求む る Foxwell ye 
あり 。 筆者 は と の 方 法 の 装置 及び 測定 方 
法 を 確定 すべ く , 種 々 の 寅 玲 を 行 ひ た り 。 
即ち 右 炭 試料 を 適 管 の 大 さき に 粉砕 し , 56” 
{EO iW PK, HE IC 2.5 fio Bex 
KF L, CO FAME Y 6.0 cc/min,/cm2 
OSH ZI CNo が ゲス を 通じ , 毎 分 29C の 
速度 に て 加熱 せる 場合 の Ns。 ゲス の ガス 
Mosttt REC LCRDO EV, tO 
FFE 1K B WF (L  ~ BE He hn BE RAY BE 
URE & IS WARE 5° C YAO KR 
密度 に て 測定 し 得 ち る (Ind. Eng, Chem. 
An. Ed., 7, 326, 1935) (K#) 

4561, 2—FAOBBE Davis, J. D. 

RIL アメ リカ ヵ カ 産 石炭 の 800° に Pu 
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SHE 15.4~38.8 22, 灰分 2.1~15.9, 周 
定 炭 素 47.079.0 22 を 含有 する 十 種 の 
石炭 より 得 た る コー クス を 試料 と し , 乾 
TRUE, HEBD » IRD BRU Fie OFT MIBK と 
BEEOMRE ROE US HR Sa 
J ADEE AKD ALF ORE, AHO 
Fat, WEF Sch 9c ROLY T It 
等 を -HCL,-PHEK BWI Sts 
敷 を 以 て 抵抗 を 測定 する に , この 抵抗 は 
SUI ALAS SI 従っ つて 減少 す 。 
即ち 600° ~700° ic fc BKK UT, 700° 
~800° FOL OZER, 更に 高温 た にせ 
る 時 に は 減少 そり 。 か くさく 比較 的 低温 に て 
BAYS LOOM CHS LX HROGET 
る は , コ ー ク スネ 中 に 残存 せる BBE 
くも ゃ の に し て , 之 より 残存 せる BBL 
ュー クス の 電導 度 の 開 係 を 賠 示 せり 。 
(Ind. Eng. Chem,, 27, 1196~1200, 1935) 
CKARI 
4562, ROHS 竹井 政夫 。 
Se AIC Hh CZ ac HR SSA 
AROMA KK 開 す る 研究 を 報告 し , 次 で 
TERT IRE OMB DIY VY LAE 
AIO PAB UCHR OMEX 
ABLE, Bio 製造 法 並 に アン ダー 
フイ ィ イー トス え トー カー に 信 i る ボイラ ー 及 び 
BL ERR RABE IRIE & tt SDL Hi © FEE ee 
AAR BGES CMS RALHE VS 
WAL RU aks Las OAM Ba 
PRR ICBA Li SRE NE 2 be 
AEA EVCA-FALKLESBONK 
LC, Pee Bic 浸入 す SARMBIL 一 般 に 甚 
Te RLREIK し て , IG OVE 2, 炎 山 岩 の 厚 さ 
等 k ょ うり Bio PERU 無機 物 の fear 


は 種々 異 る も の な り 。 (燃料 協定 誌 ; 163, 
1936) 竹内 う 
4563, 本 諸 の コー クス 工業 PHB 
# HAR Oa -— 7 ATOPIC HE 
て , コ ー ク ス MED TASK, (i, 附属 設備 の 
KER Abe 2 — 7 Zl EPs © HM & Mt 
SN, Hh し て 第 三 紀 の Miran ere ee & 
EAS SAMA - 7 ATIF al ey 
Fi SEAS IC RV a - 7 AKO 
PREM TD, 洗 炭 機 の PERU 石炭 調 
整 法 の 進歩 に 若き て , コ = コー クス え 及 び 副 産 
WW) OD tn’ & RUFIC Vo TAK FTO iret 
4 4000 BR orb, SAC bS 
ヽ 量 は 僅か 152 に 過ぎ ざれ どる も 。, APR 
Bipoa—-yakkowrs 2 場合 に は , 
25 % 以上 た に 内 する も ゃ の と 考 へ 得 ら ちる 。 
CAPE th ®, 15, 559~569, WIL) CRI 
ZB 科 
4564, ガリ ウム の 分 離 及 定 量 に 就 て 
Ato, S. 

著者 は Ga を Be, Ti,Zr, Th ょ り 分 離 
LEMERET HERE OME L 
So DATARS & te hs ic OU te a 1.0925 
© Pista ic YAWR L, この 溶液 を テー テル 
の 25cc CC=aHlk ( RBELRKZEO 
ェ ー テ ル 深 液 を 加え 併 を 前 と 同 比 重 の 稀 
dae Sec に て 三 回 洗 浴 し この 酸性 洗 浴 
Me 一 緒 た に し, 洗 浴 きれ た る テー テル 及 
& Bht SB PEWHE & A ~ CARAS = 
— 7 BRL Y OBIE EINE & AT 
KEE Lb Bo ICBC CHERBL 
KO 100 cc KRM + ORBIKK EN oO 
Wf# & 10cc と sodium camphorate の 
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p> 16(50) 岩石 Bi 


ty Bi Ve Be 
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2¢ を 加え その 混合 物 を 10 分 間 沸 騰 水 
DIBBA o TH LUCAS SYR NB 
38 L,eamphoric Acid O38 & fi FIKBe 
I< CPE Ls 8 o> L, 焼き て GagOg と し 
CREET — NPRPEREMK 0 の 残 津 は 水 の 
50cc に 浴 解 し て COWRK2N OME 
Sn a ICC OMNI OD ate Ge 
Sec を 加え て 沸騰 し ,Be. Ti, Zr, Th の 沈 
WE WIS WHEIK 6N OmRBed ce と 
加え 10 分 
PIU HES LDC, 生ずる 洗 源 物 を 濾過 し , 
Camphoric acid の 和範 和 水 深 液 た て PEW 
orth L, 焼き て GasgOs と LTRS > 

Sci ePaper hee Cy RE 
1936) (瀬戸 é 
4565. BROMERIE 新海 重行 。 

Hitt ye SiOn と 混合 し 耳 2SO4』 を 以 
て 分 解 SIF 42 LCi et し め Hs2SiF 6 
と し て 昔 性 アル ヵ カリ を 以 て 滴定 する 方 法 
あれ どる % も , CORES 加水 分 解 に より て 
その 滴定 の KEBK AS WIE Cte (> HO 副 生 
され た る H4ASIO4“ % 多少 アル カリ を 浴 費 
St SRL ASO H SIF, BKCHLES 
YA LAT 6 U EL soda-lime 2 CaClo 
LEPZCAT SU GICMKT 3 ijk 
VEL, PUR sodaclime を 長 時 間 恒 量 
に 保っ 事 が 困難 に LC B.OU 管 の 重量 の 
続 化 ょ より 誤 差 を 生じ 人 告 炭 酸 壊 の ある 場合 
は 不可 能 な る 方 法 な り 。 著 者 の 老 挫 せる 
方 法 は 無水 の NaF OKIE LE SU 
管 中 に Sif, を 導き , QNaF+SiF,=Nay 
SiFe の 反 應 に より て , SIF4 を 吸収 せ し 
め , その 増量 を WE UCHR E 定量 する 


sodium camphorate 1g と を 


も の な り 。 て ( 工 化 , 39, 312~314, 1936) 


CAN) 

4566, HERO RER RMIER, MB 
固溶体 品 出 機 箕 AMES HA I 
那須 倍 行 。 


Bh & BK L OPM kV CHORE 
を 生ずる 包 , fin BRHE (Peritectic Reaction) 
ILILAPE D DF AE AA Te BHOMNAS 
MeL ERO MBOLOnSK,E 
際 に は ASE LFS LS 4oOrLT,S 
OYs FH RAMS Bh & BK OFA BI 
MEI LY CAP SULODE, MERIC ARE 
Y PAW IC BIC AEF SOE RES 
る 。 著者 は Sn-Sb-Pb = FE CHC BR 
的 に 包 , 卓 反 應 の 本 性 が 初 品 を 第 二 炎 上 品 ボ が 
名 みて 進行 する も の に 非 ざ ぐる 定例 を 示せ を 
9 り 。 駐 反 應 進行 の 駄 況 を 組織 的 に 推論 す 

RR 
く 進行 する 場合 ; 第 二 火 上品 が 初 品 を BS 
1, AF in & acme る く 如 きこ と 
LU MEO 初期 に 於 て は 起り 難く , 樹 央 
初 品 と 融 体 と ょ り 弟 二 炊 品 を 生ずる る も 後 
者 は 初 品 を 包ま ず 際 者 問 に 僧 融 体 が 介在 
Li CORI IC PO FRIEBW ORE 
HED, HE CHE Lith Hil & RIC L, SER 
HERH~ 核 と な り て 反 應 示 MEF L. ME 
BAL ET HES VC, Mika 
as Fj ii] & Ric SEBO Hh KE te V CH 
二 炊 上 品 を 生ずる も の な り 。 猫 以上 の 事 辻 
と 開 係 し て 包 . 品 微細 化 の 機 笑 及 固溶体 の 
上 品 出 機 衝 た に つき て 理論 的 考察 を な を り 。 
CA, 57, 310~317, 1936) CAs) 


SrA A 3K OE KS eR 
* @ & w& 
Bk wp Ht mM ih 
SSRs PAK BR s— PPIPIRARD 
ie a 酔 伊藤 上 頁 市 
RB=E WA AE BHEtE 高根 IFA 
B= 八木 RE 
mm (Fa) 
PR 常 誠 石原 富松 上 床 BR Dl IR 。 大 井上 義 近 
AM OI MR 金原 RAO 
木村 太郎 NRE fe RB A 8 知内 ERE 
Ye BB WPHA= ik WH 1H 2 BER BL 'P APACER 
BF FH S22R ER 原田 HES fits FA 連 JeN 幸一 ee | RS 
保科 正昭 ASAI 4 5 松本 唯一 松山 SEG 松原 B 
kee woh 孝三 we SH BR 
-siepsnmamees (Ff) 
KK F- 河野 義 乙 oo 7A = Ju 瀬戸 BUR 高橋 純一 
竹内 Re 高 恨 勝利 #8 FLEX ipEF fee 恨 本 NEE 
ey | OU WA RH 吉木 AS ER MRER OPES OK 
ye A @ BGA 
“0 tee tests Ne A a A a 
昭和 十 一 年 七 月 一 Bt F] ASB 2a We LO ES 
@B HE he 
7 A tm ORR Fi 
ete REIS as A sees 
AN 22 TH RAG ie BK SE 93 Bed oa 
i 2 = \ 
SOS TE Ss leat Sey ee (前 納 ) 
1 Ki Ze ri EY) aH WY 
印刷 者 AURA it ESC 
Me ii BESET A eb nee 5 i 
a Ee re 95 東京 市 ee ee TAG 
(BAK \ 7 baal 60 38 
Ep 届 所 AS aie 1h CB FE ae 
> 6 0) se 
AM 2S Ti BEE TS sponge es qr 
He db EY il) AR AS ik AGES WHHL 204 
S35 287% 860% 生年 以上 連載 は 4 割引 
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